
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

光出力装置。
【請求項２】
外部情報の種類情報を格納している種類情報格納部をさらに具備し、
前記光出力制御部は、前記外部情報受信部が受信する外部情報が有する種類情報が前記種
類情報格納部に格納されている種類情報と一定の関係がある場合のみ、前記光出力部に光
の出力を指示する
請求項 記載の光出力装置。
【請求項３】
前記光出力制御部は、２以上の光出力方法を制御可能であり、
前記種類情報格納部は、前記光出力方法を識別する光出力方法識別子と種類情報とを対応
付けて格納しており、
前記光出力制御部は、前記外部情報受信部が受信する外部情報が有する種類情報が前記種
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情報の種類を示す情報である種類情報と当該種類情報に対応する値である情報値を有する
情報であり、情報処理端末を保持している使用者の状態を示す情報であり、前記情報処理
端末が取得した情報である外部情報を２種類以上受信する外部情報受信部と、
光を出力する光出力手段を２以上具備する光出力部と、
前記外部情報受信部が受信した２種類以上の外部情報が有する種類情報と情報値に基づい
て前記２以上の光出力手段における光の出力を多段階に制御する光出力制御部を具備する

１



類情報格納部に格納されている種類情報と一定の関係がある場合のみ、当該種類情報に対
応する光出力方法識別子で識別される光出力方法により光の出力をするように前記光出力
部に指示する
請求項 記載の光出力装置。
【請求項４】
前記外部情報受信部が受信する外部情報を記録する外部情報記録部をさらに具備し、
前記光出力制御部は、前記外部情報記録部が記録した１以上の外部情報 または／お
よび前記外部情報受信部が受信する外部情報 に基づいて前記光出力部における光の
出力を 制御する いずれか記載の光出力装置。
【請求項５】
前記光出力制御部が行う多段階 制御は、３以上の光の強さのうちから１の光の強さを出
力するように指示する請求項１から請求項 いずれか記載の光出力装置。
【請求項６】
前記光出力制御部が行う多段階制御は、３以上の光の色のうちから１の光の色を出力する
ように指示する請求項１から請求項 いずれか記載の光出力装置。
【請求項７】
前記光出力制御部が行う多段階 制御は、３以上の光の点滅方法のうちから１の光の点滅
方法で光の出力をするように指示する請求項１から請求項 いずれか記載の光出力装置。
【請求項８】
前記光出力制御部が行う多段階 制御は、３以上の光源の回転方法のうちから１の光源の
回転方法で光を出力するように指示する請求項１から請求項 いずれか記載の光出力装置
。
【請求項９】
前記光出力制御部が行う多段階 制御は、３以上の光源の大きさのうちから１の光源の大
きさで光を出力するように指示する請求項１から請求項 いずれか記載の光出力装置。
【請求項１０】
請求項１記載の光出力装置と情報処理端末とを有する情報処理システムを構成する前記情
報処理端末であって、

取得する外部情報取得部と、
当該情報処理端末を識別する情報である送信元識別子を格納している送信元識別子格納部
と、
前記格納している送信元識別子と前記取得した 外部情報を送信する情報処理
端末。
【請求項１１】
請求項１記載の光出力装置を実現するコンピュータに読み取り可能なプログラムであって
、

光出力制御ステップ
を
コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項１２】
外部情報の種類情報を格納しており、
前記光出力制御ステップは、前記外部情報受信ステップで受信した外部情報が有する種類
情報が前記格納されている種類情報と一定の関係がある場合のみ、

光の出力を指示する
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情報の種類を示す情報である種類情報と当該種類情報に対応する値である情報値を有する
情報であり、情報処理端末を保持している使用者の状態を示す情報であり、前記情報処理
端末が取得した情報である外部情報を２種類以上、

２種類以上の

情報の種類を示す情報である種類情報と当該種類情報に対応する値である情報値を有する
情報であり、情報処理端末を保持している使用者の状態を示す情報であり、前記情報処理
端末が取得した情報である外部情報を２種類以上受信する外部情報受信ステップと、
前記外部情報受信ステップで受信した２種類以上の外部情報が有する種類情報と情報値に
基づいて、２以上の光出力手段における光の出力を多段階に制御する

前記２以上の光出力手
段に対して



コンピュータに実行させるための請求項 記載のプログラム。
【請求項１３】
前記光出力制御ステップにおいて２以上の光出力方法を制御可能であり、
前記光出力方法を識別する光出力方法識別子と種類情報とを対応付けて格納しており、
前記光出力制御ステップは、前記外部情報受信ステップで受信した外部情報が有する種類
情報が前記格納されている種類情報と一定の関係がある場合のみ、当該種類情報に対応す
る光出力方法識別子で識別される光出力方法により 光
の出力をするように指示する
コンピュータに実行させるための請求項 記載のプログラム。
【請求項１４】

前記外部情報受信ステップで受信する外部情報の全部または一部を記録
する外部情報記録ステップをさらに 、
前記光出力制御ステップは、前記外部情報記録ステップで記録した１以上の外部情報

または／および前記外部情報受信ステップで受信した外部情報 に基づいて
コンピュータに実行させるため

の いずれか記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はある装置から他の装置に当該装置の使用者の状態等を光出力によりやわらかく伝
える情報処理システムを構成する情報処理端末と光出力装置等に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ある人から別の人へ情報を伝える装置として、携帯電話やインターネットに接続さ
れたコンピュータ等が存在していた。
【０００３】
また、インターネットやブロードバンド技術等の普及により、常時接続で情報を送受信で
きるようになってきた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の技術によれば、例えば、特定の相手（恋人や家族など）の現在の状態をや
わらかく知ることができなかった。または、やわらかく自分の状態を特定の相手に伝える
ことができなかった。この「やわらかく知る」「やわらかく伝える」というのは、電話で
現在の忙しい状態を知ったりすることではなく、また、インターネットを利用した電子メ
ールで現在の仕事振りを特定の相手に伝えたりすることではない。この「やわらかく知る
」「やわらかく伝える」というのは、具体的には、相手が何となく忙しそうだ、というこ
とを知ったり、今相手の方に向かっていることを伝えたりすることを言う。
【０００５】
つまり、携帯電話や電子メールシステムを用いれば積極的に状態を伝えることができるが
、状態の伝達を意識せざるを得ない。
【０００６】
本願発明は、どちらかと言うと積極的ではないがゆえに、自分の状態をやわらかく相手に
伝達し得るシステムを得ることを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
以上の課題を解決するために、以下のような情報処理システムを提供する。
【０００８】
まず、情報処理システムは、情報処理端末と中継装置と光出力装置を有する。情報処理端
末は、当該情報処理端末を識別する情報である送信元識別子を予め格納しており、当該格
納している送信元識別子を有する外部情報を送信する。中継装置は、情報処理端末から外
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部情報の送信元を識別する送信元識別子と前記外部情報を受信する外部情報受信部と、外
部情報の送信先を識別する送信先識別子と送信元識別子との対である送信管理情報を１組
以上格納している送信管理情報格納部と、外部情報受信部が受信した送信元識別子と対に
なる送信先識別子を送信管理情報格納部から取得する送信先識別子取得部と、前記送信先
識別子取得部で取得した送信先識別子で識別される送信先に、外部情報受信部が受信した
外部情報を送信する外部情報送信部を具備する。光出力装置は、中継装置から送信される
情報である外部情報を受信する外部情報受信部と、光を出力する光出力部と、外部情報に
基づいて、光出力部における光の出力を３以上の出力状態のうちから１以上の出力状態に
するように指示する制御である多段階制御を行う光出力制御部を具備する。
【０００９】
なお、情報処理システムにおいて中継装置が存在せず、情報処理端末と光出力装置で外部
情報の送受信を行い、光出力装置が当該外部情報に基づいて光出力する構成でも良い。
【００１０】
また、情報処理システムは、以下のような構成でも良い。つまり、情報処理システムは、
情報処理端末と中継装置と光出力装置を有する。情報処理端末は、上述した情報処理端末
と同様の構成である。中継装置は、２以上の外部情報を受信する外部情報受信部と、外部
情報受信部が受信した２以上の外部情報を記録する外部情報記録部と、外部情報記録部が
記録した２以上の外部情報に基づいて、光制御するためのパラメータである新たな外部情
報を構成する外部情報構成部と、外部情報構成部が構成した外部情報を光出力装置に送信
する外部情報送信部を具備する。光出力装置は、２以上の外部情報を受信し、当該受信し
た２以上の外部情報に基づいて光制御するためのパラメータである外部情報を構成して、
送信する中継装置から、外部情報受信部は構成した外部情報を受信し、当該外部情報に基
づいて光出力制御する。なお、本情報処理システムにおいても中継装置は必須ではなく、
情報処理端末と光出力装置がピアツーピアで接続される構成でも良い。
【００１１】
また、情報処理システムは以下のような構成でも良い。つまり、情報処理システムは、情
報処理端末と中継装置と光出力装置を有する。情報処理端末は、上述の情報処理端末の構
成において、送信する外部情報が、種類情報と情報値であることを特徴とする。中継装置
は上述した構成である。光出力装置における光出力部は、光を出力する光出力手段を１以
上具備し、外部情報は情報の種類を示す情報である種類情報と当該種類情報に対応する値
である情報値を有し、光出力制御部は、外部情報受信部が受信した外部情報が有する種類
情報と情報値に基づいて前記２以上の光出力手段における光の出力を制御することを特徴
とするものである。なお、本情報処理システムにおいても中継装置は必須ではなく、情報
処理端末と光出力装置がピアツーピアで接続される構成でも良い。
【００１２】
さらに、情報処理システムは以下のような構成でも良い。つまり、情報処理システムは、
情報処理端末と中継装置と光出力装置を有する。情報処理端末は、上述の情報処理端末の
構成において、送信する外部情報が、種類情報と情報値であることを特徴とする。中継装
置は上述した構成である。光出力装置における光出力制御部は、２以上の光出力方法を制
御可能であり、種類情報格納部は光出力方法を識別する光出力方法識別子と種類情報とを
対応付けて格納しており、光出力制御部は、外部情報受信部が受信する外部情報が有する
種類情報が種類情報格納部に格納されている種類情報と一定の関係がある場合のみ、当該
種類情報に対応する光出力方法識別子で識別される光出力方法により光の出力をするよう
に光出力部に指示することを特徴とする。なお、本情報処理システムにおいても中継装置
は必須ではなく、情報処理端末と光出力装置がピアツーピアで接続される構成でも良い。
【００１３】
【発明の実施の形態】
（実施の形態１）
図１は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図である。
【００１４】
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本情報処理システムは、情報処理端末１１と中継装置１２と光出力装置１３を有する。情
報処理端末１１は、当該装置を保持している使用者の状態を示す情報である外部情報を取
得し、当該外部情報を送信する。中継装置１２は、情報処理端末１１から外部情報を受信
し、当該外部情報を光出力装置１３に送信する。光出力装置１３は、中継装置１２から外
部情報を受信し、当該外部情報に基づいて光を出力する。
【００１５】
情報処理端末１１は、外部情報取得部１１１、送信元識別子格納部１１２、および第一外
部情報送信部１１３を有する。なお、本明細書において、第一外部情報送信部等の「第一
」「第二」「第三」の識別情報が付与された構成要素について、当該識別情報を除いて説
明している箇所もあるが、その機能は同様である。つまり、第一外部情報送信部を、単に
外部情報送信部と言う場合もある。「第一」「第二」「第三」の識別情報は、説明の都合
で、区別する必要がある場合に付与している。
【００１６】
外部情報取得部１１１は、当該情報処理端末１１の使用者の状態に関する情報である外部
情報を取得する。外部情報は、使用者の何らかの状態に関する情報であれば何でも良い。
外部情報は、例えば、使用者がキーボードを打つ速度の情報（例えば、仕事の忙しさを示
す情報）、使用者（端末）が存在する位置を示す位置情報、使用者（端末）が存在する場
所を示す場所情報、端末が握られた強さを示す圧力情報、使用者の心拍数を示す情報、使
用者の体温を示す情報、端末が振られた際の振られた度合いを示す情報（端末の角度変化
に関する情報である角度情報）など種々ある。外部情報取得部１１１は、上記外部情報に
よって、実現手段が異なる。詳細は、実施の形態２以降で説明する。
【００１７】
送信元識別子格納部１１２は、当該情報処理端末１１を識別する情報である送信元識別子
を格納している。送信元識別子格納部１１２は、半導体メモリやハードディスクやＣＤ－
ＲＯＭなどの記憶媒体で実現される。通常、不揮発性のメモリで実現されるが、揮発性の
メモリでも実現可能である。送信元識別子とは、送信元を識別する情報であれば何でも良
く、例えば、本情報処理端末１１に付されたＩＰアドレスがある。ＩＰＶｅｒ６の技術が
普及すれば、多くの機器にＩＰアドレスが付され、相互に通信可能になり得る。また、送
信元識別子は、情報処理端末１１の使用者のメールアドレス等でも良い。また、情報処理
端末１１が携帯電話である場合には、送信元識別子は電話番号でも良い。
【００１８】
第一外部情報送信部１１３は、外部情報取得部１１１で取得した外部情報と送信元識別子
格納部１１２に格納されている送信元識別子を送信する。第一外部情報送信部１１３は、
通信手段で実現され得るが、放送手段で実現しても良い。通信手段は、無線通信手段でも
、有線の通信手段でも良い。送信する外部情報によって、無線通信手段が適するか、有線
の通信手段が適するかが決まると考えられる。
【００１９】
中継装置１２は、第二外部情報受信部１２１、送信管理情報格納部１２２、送信先識別子
取得部１２３、および第二外部情報送信部１２４を有する。
【００２０】
第二外部情報受信部１２１は、外部情報と当該外部情報の送信元を識別する送信元識別子
を受信する。第二外部情報受信部１２１は、通常、無線または有線の通信手段により実現
され得るが、放送を受信する手段により実現しても良い。
【００２１】
送信管理情報格納部１２２は、外部情報の送信先を識別する送信先識別子と送信元識別子
との対である送信管理情報を１組以上格納している。送信管理情報格納部１２２は、通常
は、ハードディスクなどの不揮発性のメモリで実現され得るが、揮発性のメモリを排除す
るものではない。なお、送信先識別子と送信元識別子は、１対１の対応であるとは限らず
、ｎ対１、 n対ｎの対応関係にある場合もあり得る。
【００２２】
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送信先識別子取得部１２３は、第二外部情報受信部１２１が受信した送信元識別子と対に
なる１以上の送信先識別子を送信管理情報格納部１２２から取得する。送信先識別子取得
部１２３は、通常、ソフトウェアで実現され得るが、専用回路（ハードウェア）で実現し
ても良い。
【００２３】
第二外部情報送信部１２４は、送信先識別子取得部１２３で取得した送信先識別子で識別
される送信先に、第二外部情報受信部１２１が受信した外部情報を送信する。第二外部情
報送信部１２４は、無線または有線による通信手段（例えば、モデムとそのドライバーソ
フトウェア等）で実現され得るが、放送手段で実現しても良い。
【００２４】
光出力装置１３は、第三外部情報受信部１３１、光出力部１３２、および光出力制御部１
３３を有する。
【００２５】
第三外部情報受信部１３１は、外部情報を受信する。第三外部情報受信部１３１は、無線
または有線の通信手段で実現され得るが、放送を受信する手段（チューナーおよびそのド
ライバーソフトウェア等）で実現しても良い。
【００２６】
光出力部１３２は、光を出力する。ＬＥＤや豆電球や液晶ディスプレイやＣＲＴなど光を
出力する媒体であれば何でも良い。但し。光出力部１３２は、ＯＦＦの状態も含めて３以
上の状態を有するもの、つまり多段階（２段階以上）の光を出力できるものでなければな
らない。つまり、ＯＮとＯＦＦの２つの状態しか有さない光出力媒体は、光出力部１３２
に該当しない。
【００２７】
光出力制御部１３３は、第三外部情報受信部１３１が受信した外部情報に基づいて、光出
力部１３２における光の出力を３以上の出力状態（ＯＦＦも含む）のうちから１以上の出
力状態にするように指示する制御である多段階制御を行う。光出力制御部１３３は、通常
、光出力部１３２を制御するソフトウェアで実現され得るが、ハードウェアで実現しても
良い。
【００２８】
以下、本情報処理システムの動作について説明する。まず。情報処理端末１１の動作につ
いて図２のフローチャートを用いて説明する。
【００２９】
（ステップＳ２０１）外部情報取得部１１１が外部情報を取得したか否かを判断する。外
部情報を取得すればステップＳ２０２に行き、外部情報を取得しなければステップＳ２０
１に戻る。
【００３０】
（ステップＳ２０２）第一外部情報送信部１１３は、送信元識別子格納部１１２から送信
元識別子を取得する。
【００３１】
（ステップＳ２０３）第一外部情報送信部１１３は、中継装置を識別する情報である中継
装置識別子を取得する。中継装置識別子は、図示しない手段により予め格納されている、
とする。中継装置識別子は、中継装置と通信をするための情報であり、例えば、中継装置
のＩＰアドレス等である。
【００３２】
（ステップＳ２０４）第一外部情報送信部１１３は、外部情報と送信元識別子を中継装置
識別子で識別される中継装置に送信する。
【００３３】
なお、図２のフローチャートによれば、外部情報の取得は、何らのトリガーもなく行われ
たが、情報処理端末１１の使用者が開始ボタンを押下するなどのトリガーをかけてから、
動作が開始されても良い。また、光出力装置１３や中継装置１２や他の装置からトリガー
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をかける信号を受信した場合に、ステップＳ２０１の外部情報の取得動作を開始しても良
い。
【００３４】
次に、中継装置１２の動作について、図３のフローチャートを用いて説明する。
【００３５】
（ステップＳ３０１）第二外部情報受信部１２１は、情報処理端末１１から外部情報と送
信元識別子を受信したか否かを判断する。受信すればステップＳ３０２に行き、受信しな
ければステップＳ３０１に戻る。
【００３６】
（ステップＳ３０２）送信先識別子取得部１２３は、第二外部情報受信部１２１が受信し
た情報から送信元識別子を取得する。
【００３７】
（ステップＳ３０３）送信先識別子取得部１２３は、ステップＳ３０２で取得した送信元
識別子と対になるすべての送信先識別子を取得する。なお、取得する送信先識別子は一つ
でも複数でも良い。
【００３８】
（ステップＳ３０４）第二外部情報送信部１２４は、ステップＳ３０３で取得した送信先
識別子で識別される送信先に、ステップＳ３０１に受信した外部情報を送信する。その際
、送信元識別子も外部情報と共に送信しても良いし、外部情報のみを送信しても良い。
【００３９】
なお、図３のフローチャートによれば、中継装置が外部情報を送信するのは、外部情報の
受信をトリガーとして行ったが、光出力装置１３からのアクセス要求があった場合に、外
部情報を送信しても良い。
【００４０】
次に、光出力装置１３の動作について、図４のフローチャートを用いて説明する。
【００４１】
（ステップＳ４０１）第三外部情報受信部１３１が外部情報を受信したか否かを判断する
。外部情報を受信すればステップＳ４０２に行き、受信しなければステップＳ４０１に戻
る。
【００４２】
（ステップＳ４０２）光出力制御部１３３は、ステップＳ４０１で受信した外部情報に基
づいて、光制御のためのパラメータ（情報、式なども含む）である制御パラメータを決定
する。なお、本明細書において、制御パラメータは光制御パラメータとも言う。
【００４３】
（ステップＳ４０３）光出力部１３２は、ステップＳ４０２で決定された制御パラメータ
に従って、光を出力する。
【００４４】
（ステップＳ４０４）光出力制御部１３３は、外部から終了信号を受信したか否かを判断
する。終了信号を受信しなければステップＳ４０３に戻り、終了信号を受信すれば終了す
る。つまり、終了信号の受信により、光出力が中止され、光が消える。
【００４５】
なお、図４のフローチャートでは、光出力装置１３は、外部情報の受信を待っていたが、
光出力装置１３から直接的または間接的に情報処理端末１１や中継装置１２に外部情報の
送信を促しても良い。
【００４６】
また、図４のフローチャートにおいて送信元識別子を受信する場合に、光出力装置１３が
予め光出力する（反応する）送信元識別子を格納しており、当該格納している送信元識別
子と、受信した送信元識別子が一定の関係にあるときに、光出力される（反応する）とい
う制御をしても良い。つまり、光出力装置１３において、光出力（反応）する送信元識別
子をカスタマイズ可能としても良い。
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【００４７】
以下、本実施の形態における情報処理システムの具体的な動作や、それを構成する光出力
装置等の形状等を説明する。
【００４８】
今、図５に示すように、情報処理端末１１と光出力装置１３の形状が、それぞれ立方体（
キューブ形状）であるとする。そして、情報処理端末１１に圧力センサーが設置されてお
り、情報処理端末１１を握ると、握った強さを示す圧力情報が外部情報取得部によって取
得されるとする。つまり、本例の場合は、外部情報は圧力情報を有し、外部情報取得部は
、圧力情報取得部である。なお、図５では、情報処理端末１１には、立方体の各面（６面
）に圧力センサーが設置されており、使用者が握った場合に、６面の圧力センサーにより
測定された値が外部情報取得部により取得される。そして、第一外部情報送信部が外部情
報を送信し、中継装置１２を経て、光出力装置１３に送信される。なお、外部情報取得部
で取得した外部情報を加工した情報を第一外部情報送信部が送信しても良い。かかる場合
に送信する情報は、取得した外部情報に基づいて加工された情報であるので、外部情報と
言うこととする。そして、光出力装置１３は、外部情報に基づいて光を出力する（図６参
照）。図６では、電圧制御部が圧力情報に基づいて電圧を制御する。つまり、通常、情報
処理端末が強く握られれば、光出力装置は強い光を発光する。
【００４９】
今、使用者が情報処理端末１１を握ったとする。すると、情報処理端末１１に設置された
６つの圧力センサーにより、６つの値が取得される。この６つの値を（１０，２０，１０
，１０，１０，０）であったとする。これが図７に示す表の「取得した外部情報」である
。そして、情報処理端末１１は６つの値の平均値を求め、この平均値を「送信する外部情
報」として、中継装置に送信する。ここでは、送信する外部情報は「１０」である。そし
て、「１０」の外部情報が、光出力装置１３で受信され、「１０」に基づいて光出力され
る。つまり、外部情報は、取得した情報そのままでも良いし、取得した情報を加工した情
報でも良い。なお、加工のしかたは問わない。
【００５０】
今、図６に示すように光出力装置１３は、電圧制御部が豆電球に繋がっている構成をとる
。そして、電圧制御部は、外部情報の「１０」に基づいて電圧を決定し、豆電球に電圧を
かける。そして、光出力される。つまり、情報処理端末１１の使用者は、強く端末を握れ
ば、光出力装置１３は明るく輝き、軽く端末を握れば、光出力装置１３はぼんやりと暗く
光る。なお、豆電球の代わりにＬＥＤ等を用いても良い。
【００５１】
そして、光出力装置１３の光出力制御部１３３は、図８に示すような「受信した外部情報
」と「電圧」の関係により、多段階に光の出力を制御する。つまり、「受信した外部情報
」が２０以下の場合は、外部情報の値と同じ値の電圧をかけて豆電球を制御する。そして
、「受信した外部情報」が２０より大きい場合は、２０の電圧をかけて豆電球を制御する
。これにより、光出力制御部１３３は、消えている（電圧０）状態を含めて３以上の状態
の中から１の状態（電圧）で光の強さ（制御パラメータ）を決定し、光出力部１３２（豆
電球）はそのパラメータに応じて光を出力する。
【００５２】
以上、本実施の形態によれば、情報処理端末の使用者の状態である外部情報を、中継装置
を経て光出力装置に送信し、光出力することにより、ぼんやりとやわらかく情報処理端末
の使用者の状態を特定の人に伝えることができる。これにより、特定の人の何からの状態
を知った人は、種々の対応が可能である。外部情報の具体的な例と種々の対応等の詳細に
ついては、実施の形態２以降で説明する。
【００５３】
なお、情報処理端末の握り具合を光出力装置に伝える意義は以下の通りである。例えば、
２人の恋人が各々情報処理端末と光出力装置を所有している。そして、一方が他方に会い
たい気持ちを、情報処理端末を強く握ることで伝える。光出力装置を持っている他方は、
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相手の気持ちを何となく理解できる。以上のように、親しい二人の間で、やわらかいコミ
ュニケーションができる。
【００５４】
また、本実施の形態、および以下で述べるすべての実施の形態において、中継装置は必須
ではなく、情報処理端末と光出力装置で直接的に外部情報の送受信をしても良い。
【００５５】
また、本実施の形態において、情報処理端末と中継装置の間で、送信元識別子が送受信さ
れ、中継装置が受信した送信元識別子から送信先識別子を取得する構成であったが、情報
処理端末から送信先識別子が中継装置に送信され、かつ中継装置は、以下の構成でも良い
。
【００５６】
つまり、中継装置は、外部情報の送信先を識別する送信先識別子と外部情報を受信する第
二外部情報受信部と、第二外部情報受信部が受信した外部情報が有する送信先識別子で識
別される送信先に、第二外部情報受信部が受信した外部情報を送信する第二外部情報送信
部とを具備する構成でも良い。なお、第二外部情報送信部は、自動的に外部情報を送信し
ても、光出力装置からの外部情報アクセス要求があった場合に、外部情報を送信しても良
い。以上の２種類の中継装置がありえるのは、本明細書の全ての実施の形態において言え
る。
【００５７】
また、本実施の形態によれば、光出力制御部１３３は、外部情報に基づいて光の強さを制
御したが、他の光の制御をしても良い。他の光の制御には、以下のようなものがある。
【００５８】
まず、光出力制御部１３３は、外部情報に基づいて、３以上の光の色のうちから１の光の
色を出力するように指示しても良い。具体的には、図９に示すように、光出力部１３２を
構成する光源は「赤」「青」「緑」の３つのＬＥＤが束ねてある構成であるとする。そし
て、光出力制御部１３３は、第三外部情報受信部１３１が受信した外部情報に基づいて、
「赤」「青」「緑」の３原色のＬＥＤに各々、どれぐらいの電圧をかけて、３つのＬＥＤ
を光らすかを決定する。つまり、 3色の光の強さを決定する。３つのＬＥＤを光の強度を
制御することにより、出力する光の色が制御できる。
【００５９】
また、３以上の光の点滅方法のうちから１の光の点滅方法で光の出力をするように指示し
ても良い。つまり、例えば、図１０に示すような「受信した外部情報」と「点滅パターン
」の情報を光出力制御部１３３が管理している。そして、受信した外部情報に基づいて、
豆電球のＯＮ／ＯＦＦのパターンを決定する。
【００６０】
また、３以上の光源の回転方法のうちから１の光源の回転方法で光を出力するように指示
しても良い。具体的には、例えば、以下の構成をとる。つまり、図１１に示すように、例
えば、光出力部１２の横に回転可能な反射鏡が設置されている、とする。そして、モータ
等の動力により反射鏡が回転する。そして、反射鏡の回転パターンや回転速度等が受信し
た外部情報に基づいて決められる。例えば、受信した外部情報の値を回転速度として、反
射鏡が回転する。なお、光源の回転が視覚的に認識できれば、その構成を問わない良い。
つまり、反射鏡の回転により、光源が回転しているように認識できても良いし、光を遮断
する遮蔽板が光源の横にあって、その遮蔽板が回転しても良いし、拡散しない光源があり
、その光源自体が回転しても良い。
【００６１】
さらに、３以上の光源の大きさのうちから１の光源の大きさで光を出力するよう指示して
も良い。具体的には、例えば、以下の構成をとる。つまり、図１２に示すように、立方体
の中にさらに立方体を構成して、光を出力するディスプレイ（例えば、液晶ディスプレイ
）が６つ存在している。この６つのディスプレイが光出力部１３２である。そして、ディ
スプレイに出力する光（例えば、赤色、円形グラフィックス表示）により光出力装置１３
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がぼんやり赤く光っているように見える。そして、受信した外部情報に基づいてディスプ
レイに出力する光（グラフィック表示）の大きさを変更することにより、光出力制御を行
う。
【００６２】
また、本実施の形態において、情報処理端末と光出力装置の形状は、立方体であったが、
球状や人形、動物の形など、何でも良い。これも、すべての実施の形態において同様であ
る。
【００６３】
さらに、本実施の形態において説明した動作について、ソフトウェアで実現し、当該ソフ
トウェアを例えば、サーバ上に置いて、ソフトウェアダウンロードにより当該ソフトウェ
アを配布しても良い。さらにソフトウェアをＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体に記録して流布し
ても良い。このことも、すべての実施の形態において同様である。
【００６４】
（実施の形態２）
図１３は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図である。
【００６５】
本情報処理システムは、情報処理端末１３０１と中継装置１２と光出力装置１３０３を有
する。
【００６６】
情報処理端末１３０１は、外部情報取得部１３０１１、送信元識別子格納部１１２、およ
び第一外部情報送信部１１３を有する。
【００６７】
外部情報取得部１３０１１は、圧力取得手段１３０１１１、位置情報取得手段１３０１１
２、および外部情報構成手段１３０１１３を有する。
【００６８】
圧力取得手段１３０１１１は、圧力に関する情報である圧力情報を取得する。圧力取得手
段１３０１１１は、１以上の圧力センサーにより実現され得る。圧力取得手段１３０１１
１は、例えば、実施の形態１で述べたように、６つの圧力センサーの値を取得する、とす
る。
【００６９】
位置情報取得手段１３０１１２は、情報処理端末１３０１が存在する位置に関する情報で
ある位置情報を取得する。位置情報取得手段１３０１１２は、例えば、ＧＰＳシステムの
受信機で構成され得る。かかる場合、位置情報は、ＧＰＳ座標値である。
【００７０】
外部情報構成手段１３０１１３は、圧力取得手段１３０１１１が取得した圧力情報および
／または位置情報取得手段１３０１１２が取得した位置情報に基づいて外部情報を構成す
る。外部情報は、情報の種類を示す情報である種類情報と当該種類情報に対応する値であ
る情報値の組を１組以上有する。
【００７１】
光出力装置１３０３は、第三外部情報受信部１３１、光出力部１３０３１、種類情報格納
部１３０３２、光出力制御部１３０３３およびを有する。
【００７２】
光出力部１３０３１は、２以上の光出力手段を具備する。ここでは、２つの光出力手段を
具備しているとし、各々第一光出力手段１３０３１１、第二光出力手段１３０３１２とす
る。第一光出力手段１３０３１１、および第二光出力手段１３０３１２は、実施の形態１
で述べた種々の光出力の手段のうちの１つ、または２以上を組み合わせた構成により、実
装され得る。実施の形態１で述べた種々の光出力の手段とは、以下の５種類の光出力手段
を言う。第一は、３以上の光の強さ（光らないＯＦＦの場合も含めて）のうちから１の光
の強さを出力する手段である。第二は、３以上の光の色（ＯＦＦも含めて）のうちから１
の光の色を出力する手段である。第三は、３以上の光の点滅方法（点滅しないＯＦＦも含
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めて）のうちから１の光の点滅方法で光の出力をする手段である。第四は、３以上の光源
の回転方法（ＯＦＦも含めて）のうちから１の光源の回転方法で光を出力する手段である
。第五は、３以上の光源の大きさ（ＯＦＦも含めて）のうちから１の光源の大きさで光を
出力する手段である。本明細書において、５種類の上記の光出力方法を各種光出力方法と
言う場合がある。なお、各種光出力方法については、実施の形態１で説明済みである。
【００７３】
種類情報格納部１３０３２は、外部情報の種類情報を格納している。種類情報格納部１３
０３１は、ハードディスクなどの不揮発性の記録媒体だけではなく、不揮発性の記録手段
でも実現し得る。
【００７４】
光出力制御部１３０３３は、第三外部情報受信部１３１が受信する外部情報に含まれる種
類情報が種類情報格納部１３０３１に格納されている種類情報と一定の関係がある場合の
み、光出力部１３２に光の出力を指示する。また、光出力制御部１３０３３は、第三外部
情報受信部１３１が受信した外部情報が有する種類情報と情報値に基づいて２以上の光出
力部１３０３１における光の出力を制御する。光出力制御部１３０３３は、通常、ソフト
ウェアで実現され得るが、専用回路（ハードウェア）実現しても良い。
【００７５】
以下、本情報処理システムの動作について説明する。まず。情報処理端末１３０１の動作
について図１４のフローチャートを用いて説明する。
【００７６】
（ステップＳ１４０１）位置情報取得手段１３０１１２は、位置情報を取得する。
【００７７】
（ステップＳ１４０２）圧力取得手段１３０１１１は、圧力の入力があったか否かを判断
する。圧力の入力があれば、ステップＳ１４０３に行き、圧力情報の入力がなければステ
ップＳ１４０４に飛ぶ。
【００７８】
（ステップＳ１４０３）圧力取得手段１３０１１１は、圧力情報を生成する。圧力情報の
生成とは、１以上の圧力センサーの測定結果から送信する圧力情報を構成することを言う
。「圧力情報を構成する」とは、例えば、圧力センサーが６つある場合に、６つのセンサ
ーの測定値の平均をとる処理を言う。また、「圧力情報を構成する」とは、例えば、圧力
センサーが６つある場合に、圧力を検知できたセンサーの数によって、情報処端末をどの
ように触ったかがわかり、その触った状態を推測して情報として生成するような処理があ
る。具体的には、５つのセンサーが０より大きな値を検知した場合は、使用者は情報処理
装置をわし掴みしていると判断する。また、４つのセンサーから値を検知できた場合は、
使用者は情報処理装置を普通に掴んでいる、と判断する。さらに、１つのセンサーのみ値
を検知できた場合は、使用者は情報処理装置を指等で触っている（押している）だけであ
る、と判断する。そして、圧力取得手段１３０１１１は、触り方（例えば、０より大きな
値を示したセンサーの数が触り方を示す値である、とする。）と圧力の大きさ（例えば、
「０より大きな値を示したセンサーの測定値の総和」／「０より大きな値を示したセンサ
ーの数」を圧力の大きさとする。）の２つの情報を圧力情報として生成する、ことが考え
られる。
【００７９】
（ステップＳ１４０４）外部情報構成手段１３０１１３は、位置情報および／または圧力
情報から外部情報を構成する。なお、この外部情報は、情報の種類を示す情報である種類
情報と当該種類情報が示す情報の値である情報値の組を 1組以上有する。
【００８０】
（ステップＳ１４０５）第一外部情報送信部１１３は、ステップＳ１４０４で構成した外
部情報を送信する。なお、この外部情報の送信は、中継装置への送信を言うが、中継装置
が存在しない場合は、光出力装置への送信を言う。
【００８１】
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なお、図１４のフローチャートによれば、外部情報の取得は、何らのトリガーもなく行わ
れたが、情報処理端末１１の使用者が開始ボタンを押下するなどのトリガーをかけてから
、動作が開始されても良い。また、光出力装置１３や中継装置１２や他の装置からトリガ
ーをかける信号を受信した場合に、ステップＳ２０１の外部情報の取得動作を開始しても
良い。
【００８２】
次に、光出力装置１３０３の動作について、図１５のフローチャートを用いて説明する。
【００８３】
（ステップＳ１５０１）第三外部情報受信部１３１が、外部情報を受信したか否かを判断
する。外部情報を受信すればステップＳ１５０２に行き、外部情報を受信しなければステ
ップＳ１５０１に戻る。
【００８４】
（ステップＳ１５０２）カウンタｉに１を代入する。
【００８５】
（ステップＳ１５０３）光出力制御部１３０３３は、受信した外部情報中に、ｉ番目の情
報種類と情報値が存在するか否かを判断する。存在さればステップＳ１５０４に行き、存
在しなければステップＳ１５０７に飛ぶ。
【００８６】
（ステップＳ１５０４）光出力制御部１３０３３は、ｉ番目の情報種類と情報値を取得す
る。
【００８７】
（ステップＳ１５０５）光出力制御部１３０３３は、ｉ番目の情報種類が、種類情報格納
部１３０３２に格納されている情報種類と一定の関係があるか否かを判断する。一定の関
係があればステップＳ１５０６に行き、一定の関係がなければステップＳ１５０８に飛ぶ
。
【００８８】
（ステップＳ１５０６）光出力制御部１３０３３は、ｉ番目の情報種類と情報値に基づい
て光出力するための制御パラメータを決定する。
【００８９】
（ステップＳ１５０７）光出力部１３０３１は、ステップＳ１５０６で決定された制御パ
ラメータに基づいて光を出力する。
【００９０】
（ステップＳ１５０８）ｉを 1増加させる。
【００９１】
（ステップＳ１５０９）終了信号が入力されたか否かを判断する。終了信号が入力されれ
ば光出力を終了する。終了信号が入力されなければステップＳ１５０３に戻る。
【００９２】
なお、図１５のフローチャートでは、光出力装置１３は、外部情報の受信を待っていたが
、光出力装置１３から直接的または間接的に情報処理端末１３０１や中継装置１２に外部
情報の送信を促しても良い。
【００９３】
また、図１５のフローチャートでは、すべての種類情報に対応する情報値の制御パラメー
タを決定して光出力した後は、ステップＳ１５０８により、無意味にカウンタｉをインク
リメントすることとなるが、すべての種類情報に対応する情報値の制御パラメータを決定
して光出力した後は、ステップＳ１５０８の処理を飛ばすなどの工夫をしても良い。かか
る工夫は、本明細書において関連する全てのフローチャートに当てはまる。なお、本明細
書における全てのフローチャートは、当然ながら、処理の一形態を説明するものである。
【００９４】
以下、本実施の形態における情報処理システムの具体的な動作等を説明する。
【００９５】
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今、図１６に示すように、情報処理端末１３０１と光出力装置１３０３の形状が、それぞ
れ立方体（キューブ形状）であるとする。そして、情報処理端末１３０１は、６面の各面
に１つずつ、合計６つの圧力センサーと、１つのＧＰＳの受信機を有している。かかる設
備を有する情報処理端末１３０１は、図１７に示すような構造の情報を圧力情報取得手段
によって得る。具体的な圧力情報の例は、図１８に示す。また、情報処理端末１３０１は
、ＧＰＳ座標値の構造を有する位置情報（Ｘ，Ｙ，Ｚ）を位置情報取得手段によって得る
。具体的な位置情報の例は、図１９に示す。外部情報構成手段１３０１１３は、６つの圧
力情報に基づいて送信する圧力情報を得る。具体的には、「 0以外の情報の総和」／「 0以
外の情報の数」を情報値として計算する。この例の場合は、（０＋０＋２０＋５＋５＋２
０）／４により１２．５の値を得る。そして圧力情報として、「＜情報種類＞圧力情報、
＜ＩＤ＞１、＜情報値＞１２．５」を得る。
【００９６】
以上より、外部情報構成手段１３０１１３は、図２０に示すような２つの種類情報と情報
値とＩＤを有するレコードを２組構成する。つまり、外部情報は、「種類情報」と「情報
値」と「ＩＤ」を有するレコードが 1組以上存在する構成となる。なお、「ＩＤ」は、種
類情報を識別する情報であり、「ＩＤ」を「種類情報」としても良い。
【００９７】
そして、第一外部情報送信部１１３は、上記外部情報を中継装置１２経由で光出力装置１
３０３に送信する。光出力装置１３０３の第三外部情報受信部１３１は、外部情報を受信
する。
【００９８】
次に、種類情報格納部１３０３２は、情報種類として、「位置情報」と「圧力情報」を格
納している、とする。かかる場合、図２０に示す情報は、 2レコードとも光制御の対象に
なる。そして、本実施の形態において、光出力制御部１３０３３は、情報種類「位置情報
」の値に応じて、第一光出力手段１３０３１１を制御し、情報種類「圧力情報」の値に応
じて、第二光出力手段１３０３１２が制御する、とする。そして、第一光出力手段１３０
３１１は、青のＬＥＤで構成され、加える電圧を強くするほど強く光る。また、第二光出
力手段１３０３１２は、赤のＬＥＤで構成され、加える電圧を強くするほど強く光る。図
２１は、簡単な光出力装置１３０３の外観を示した図である。また、図２２は、光出力し
ている光出力装置１３０３の様子を示した図である。なお、もし受信した外部情報に「位
置情報」と「圧力情報」以外の情報種類のレコードが含まれていれば、そのレコード（情
報値など）は無視される。
【００９９】
また、かかる場合、光出力制御部１３０３３は、光出力装置１３０３の位置情報を持って
おり（例えば、情報処理端末と同じＧＰＳ受信機を保持している。）、受信した位置情報
（本例の場合は、（１３６，１１０，５））と保持している位置情報に基づいて、情報処
理端末と光出力装置の距離を算出し、当該距離に基づいて出力する光の強さを制御する。
例えば、両装置が近づけば近づくほど、光の強さは増す、という制御をする。かかる光の
制御により、情報処理端末を持っている人と光出力装置を持っている人の距離がやわらか
く伝わる。従って、上述した「外部情報に基づいて光出力を制御する」というのは、外部
情報以外の情報を利用しても良い。
【０１００】
また、複数の位置情報と位置情報を取得した時刻に基づいて、情報処理端末の動く方向が
取得できる。かかる方向により、情報処理端末が光出力装置に近づいているのか遠ざかっ
ているのかが判断できる。この方向の情報に基づく判断により、光出力装置が光の強さを
変えたり、光の色を変えたりするなどの光制御を行っても良い。なお、移動する方向を取
得する技術として、地磁気センサー等を利用した公知技術等を用いても良い。
【０１０１】
また、情報処理端末を握る強さを、第二光出力手段に出力する。その場合、握る強さを光
出力の強さとして出力することが考えられる。
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【０１０２】
例えば、恋人どうしが会うために接近しており、かつ情報処理端末を持っている人が当該
端末を強く握っていた場合に、上記の光出力動作により、立方体の形状を有する光出力装
置の青い出力（位置情報の出力）と赤い出力（圧力情報）はどんどん強くなって、相手に
会いたい、という気持ちが、やわらかく伝わる。
【０１０３】
以上、本実施の形態によれば、複数の種類の情報が情報処理端末から光出力装置に伝わり
、多数の情報が人から人へのやわらかく伝わる通信システムを提供できる。
【０１０４】
なお、本実施の形態において、外部情報を構成するものとして、位置情報と圧力情報を選
択したが、情報処理端末を保持する者の状態を示す情報であれば他でも良い。
【０１０５】
また、光出力制御は、光の強さを制御する態様で説明したが、実施の形態１で述べた他の
態様でも（５種類の光制御方法のうちどれでも）良い。これは、すべての実施の形態にお
いて適用される。
【０１０６】
また、光出力部１３０３１が有する光出力出段は２つであったが、 3以上でも良いし、１
つでも良い。
【０１０７】
また、本実施の形態において、位置情報の取得は、ＧＰＳを用いておこなったが、携帯電
話の基地局からの電波を利用して位置情報を取得するなど、他の手段でも良い。かかる技
術は公知技術であるので、詳細な説明は省略する。
【０１０８】
また、本実施の形態において、固定的に、位置情報に基づいて第一光出力手段を制御し、
圧力情報に基づいて第二光出力手段を制御していたが、どの情報に基づいてどの光出力手
段を制御するかについてカスタマイズ可能であっても良い。
【０１０９】
さらに、光出力装置１３０３が受信する外部情報が有する種類情報が種類情報格納部１３
０３２に格納されている場合（つまり、外部情報が有する種類情報と種類情報格納部１３
０３２に格納されている種類情報が一致する場合）に光制御の対象としたが、外部情報が
有する種類情報と種類情報格納部１３０３２に格納されている種類情報が一定の関係にあ
れば光出力制御の対象として良い。
【０１１０】
（実施の形態３）
図２３は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図である。
【０１１１】
本情報処理システムは、情報処理端末１３０１と中継装置１２と光出力装置２３０３を有
する。
【０１１２】
光出力装置２３０３は、第三外部情報受信部１３１、光出力部１３０３１、種類情報格納
部２３０３２、光出力制御部２３０３３およびを有する。
【０１１３】
種類情報格納部２３０３２は、光出力方法を識別する光出力方法識別子と種類情報とを対
応付けて格納している。
【０１１４】
光出力制御部２３０３３は、第三外部情報受信部１３１が受信する外部情報が有する種類
情報が種類情報格納部２３０３２に格納されている種類情報と一定の関係がある場合のみ
、当該種類情報に対応する光出力方法識別子で識別される光出力方法により光の出力をす
るように光出力部１３０３１に指示する。
【０１１５】

10

20

30

40

50

(14) JP 3846333 B2 2006.11.15



次に、光出力装置１３０３の動作について、図２４のフローチャートを用いて説明する。
【０１１６】
（ステップＳ２４０１）第三外部情報受信部１３１が、外部情報を受信したか否かを判断
する。外部情報を受信すればステップＳ２４０２に行き、外部情報を受信しなければステ
ップＳ２４０１に戻る。
【０１１７】
（ステップＳ２４０２）カウンタｉに１を代入する。
【０１１８】
（ステップＳ２４０３）光出力制御部２３０３３は、受信した外部情報中に、ｉ番目の情
報種類と情報値が存在するか否かを判断する。存在さればステップＳ２４０４に行き、存
在しなければステップＳ２４０７に飛ぶ。
【０１１９】
（ステップＳ２４０４）光出力制御部２３０３３は、ｉ番目の情報種類と情報値を取得す
る。
【０１２０】
（ステップＳ２４０５）光出力制御部２３０３３は、ｉ番目の情報種類が、種類情報格納
部２３０３２に格納されている情報種類と一定の関係があるか否かを判断する。一定の関
係があればステップＳ２４０６に行き、一定の関係がなければステップＳ２４０８に飛ぶ
。
【０１２１】
（ステップＳ２４０６）光出力制御部２３０３３は、ｉ番目の情報種類と情報値に基づい
て光出力するための制御パラメータを決定する。この制御パラメータの決定は、詳細には
、例えば、以下のように決定する。種類情報格納部２３０３２には、例えば、光出力手段
を識別する「光出力手段識別子」と、「種類情報」と光出力方法を識別する「光出力方法
識別子」を有する光出力制御レコードを複数有する光出力制御表を格納している。そして
、光出力制御部２３０３３は、種類情報格納部２３０３２に格納されている光出力制御表
のｉ番目のレコードの「光出力手段識別子」で識別される光出力手段を「光出力方法識別
子」で識別される光出力方法で光出力の制御をする。その際、光出力制御部２３０３３は
、ｉ番目の情報値をパラメータとして与えて、光出力制御する。
【０１２２】
（ステップＳ２４０７）光出力部１３０３１が有する上記ｉ番目のレコードの「光出力手
段識別子」で識別される光出力手段は、ステップＳ２４０６で決定された制御パラメータ
に基づいて光を出力する。
【０１２３】
（ステップＳ２４０８）ｉを 1増加させる。
【０１２４】
（ステップＳ２４０９）終了信号が入力されたか否かを判断する。終了信号が入力されれ
ば光出力を終了する。終了信号が入力されなければステップＳ２４０３に戻る。
【０１２５】
なお、図２４のフローチャートでは、光出力装置１３は、外部情報の受信を待っていたが
、光出力装置１３から直接的または間接的に情報処理端末１３０１や中継装置１２に外部
情報の送信を促しても良い。
【０１２６】
以下、本実施の形態における情報処理システムの具体的な動作等を説明する。
【０１２７】
今、図２５に示すような光出力制御表が、種類情報格納部２３０３２に格納されている。
光出力制御表は、上述したように、例えば、「光出力手段識別子」、「種類情報」、およ
び「光出力方法識別子」を有する光出力制御レコードを複数有する。そして、図２６に示
すような５種類の光出力制御方法識別子で識別される光制御方法に第一光出力手段、第二
光出力手段は対応可能である、とする。この図２６のデータは、例えば予め種類情報格納
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部に格納されている、とする。そして、図２５の表の「光出力方法識別子」は、図２６に
示す５種類の光出力制御方法識別子のうちから選択可能である。つまり、図２７に示すよ
うな「種類情報・光出力方法識別子の設定パネル」により、図２５の表の「種類情報」、
「光出力方法識別子」のカスタマイズが可能である。図２７は、第二光出力手段の光出力
方法識別子をカスタマイズするパネルとメニューの表示例を示す図である。
【０１２８】
以上により、１以上の光出力手段毎に設定された「種類情報」「光出力方法識別子」と第
三外部情報受信部が受信した外部情報に基づいて光出力制御される。
【０１２９】
具体的には、例えば、図２０に示す外部情報が情報処理端末から中継装置を経由して光出
力装置に送信されたとする。かかる場合、位置情報（１３６，１１０，５）に基づいて、
第二光出力手段が、光を回転させる方法により上記位置情報を示す。つまり、例えば、光
出力装置も位置情報を取得する手段（例えば、ＧＰＳ受信機）を持っていて、光出力装置
が取得する位置情報と受信した位置情報に基づいて、情報処理端末と光出力装置の距離を
算出する。そして、その距離が近いほど、例えば、第二光出力手段の光の回転（回転する
反射鏡の回転により実現し得るのであるが。）を速くする。また、情報処理端末と光出力
装置の距離が遠い場合は、遅く回転する。
【０１３０】
また、光出力装置が、図２０に示す外部情報の圧力情報「１２．５」を受信する。そして
、「圧力情報１２．５」に基づいて、第一光出力手段が点滅により光出力制御される。具
体的には、圧力情報が大きいほど点滅の間隔が短く光を発生する。例えば、圧力情報がＸ
の値をとる場合、１０／Ｘの間隔で光出力のＯＮ／ＯＦＦを切り替える。
【０１３１】
以上、本実施の形態によれば、複数の種類の情報が情報処理端末から光出力装置に伝わり
、多数の情報が人から人へとやわらかく伝わる通信システムを提供できる。また、種類情
報と光出力方法識別子をカスタマイズすることにより、光出力装置の使用者の好みにあっ
た光出力方法を取り得、また情報処理端末の情報を取得する能力に合った光出力装置が実
現可能である。
【０１３２】
なお、本実施の形態において、外部情報を構成するものとして、位置情報と圧力情報を選
択したが、情報処理端末を保持する者の状態を示す情報であれば他でも良い。
【０１３３】
また、光出力部１３０３１が有する光出力出段は２つであったが、 3以上でも良いし、１
つでも良い。光出力出段が一つの場合は、種類情報格納部に格納されている光出力制御表
の「光出力手段識別子」の属性は必要がない。光出力する対象は決まるからである。
【０１３４】
また、本実施の形態において、光出力装置における光出力制御部が「光出力手段識別氏」
「種類情報」「光出力方法識別子」を有するレコードから構成される表を保持していたが
、当該表は中継装置で管理され、当該表に基づいて光制御パラメータを決定する処理を中
継装置で行っても良い。かかる場合、中継装置は外部情報として、決定した光制御パラメ
ータを光出力装置に送信する。そして、光制御パラメータを受信した光出力装置は、単に
当該光制御パラメータに基づいて光出力すれば良い。このような構成にすることにより、
簡単な構成の光出力装置が実現できる。本明細書における他の実施の形態においても同様
のことが言える。つまり、光出力装置で行う処理（例えば、光制御パラメータの決定等の
処理）を中継装置が行って、光出力装置は単に光を出力する装置として機能しても良い。
【０１３５】
さらに、光出力装置２３０３が受信する外部情報が有する種類情報と種類情報格納部２３
０３２に格納されている種類情報が一致する場合に光制御の対象としたが、外部情報が有
する種類情報と種類情報格納部１３０３２に格納されている種類情報が一定の関係にあれ
ば光出力制御の対象として良い。一定の関係とは、例えば、種類情報がグループ化されて
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おり、外部情報が有する種類情報と種類情報格納部２３０３２に格納されている種類情報
が同一のグループに属する場合を言う。一定の関係とは、その他、種々考えられる。
【０１３６】
（実施の形態４）
図２８は、本実施の形態における情報処理システムの概念図を示す。本情報処理システム
は、情報処理端末２８０１、中継装置１２、光出力装置２８０３、および入力手段２８０
４を具備する。
【０１３７】
情報処理端末２８０１は、コンピュータで構成され、キーボードを打つ信号を検知して一
定の時間にキーボードを打った数を算出して、キーボードを打つ速度の情報であるキーボ
ード情報を求める。そして、キーボード情報を有する外部情報を中継装置１２に送信する
。
【０１３８】
光出力装置２８０３は、中継装置１２を経由して受信したキーボード情報を有する外部情
報を蓄積して、キーボード情報の履歴を光出力により外部に知らせる。
【０１３９】
入力手段２８０４は、キーボード、マウス、またはリモコンなどの情報を入力する手段で
ある。
【０１４０】
次に、本情報処理システムのブロック図を図２９に示す。
【０１４１】
情報処理端末２８０１は、外部情報取得部２８０１１、送信元識別子格納部１１２、第一
外部情報送信部１１３を有する。
【０１４２】
外部情報取得部２８０１１は、入力信号受付手段２８０１１１、入力速度情報生成手段２
８０１１２、外部情報構成手段２８０１１３を有する。
【０１４３】
外部情報取得部２８０１１は、外部情報を取得する。本実施の形態における外部情報は、
キーボードなどのデータ入力手段によりデータを入力する速度を示す情報である入力速度
情報から外部情報を構成する。
【０１４４】
入力信号受付手段２８０１１１は、入力手段２８０４からの入力信号を受け付ける。例え
ば、キーボード入力の信号を取得するハードウェアおよびソフトウェアにより構成され得
る。
【０１４５】
入力速度情報生成手段２８０１１２は、入力信号受付手段２８０１１１が受け付けた入力
信号に基づいて情報の入力速度を示す情報である入力速度情報を生成する。入力速度情報
生成手段２８０１１２は、通常、ソフトウェアで実現され得るが、専用回路（ハードウェ
ア）で実現しても良い。
【０１４６】
外部情報構成手段２８０１１３は、入力速度情報生成手段２８０１１２が生成した入力速
度情報を有する外部情報を構成する。但し、外部情報と入力速度情報が同一のデータの場
合もあり得る。かかる場合、外部情報構成手段２８０１１３は何もしない、つまり「ｎｏ
ｐ」である。
【０１４７】
光出力装置２８０３は、第三外部情報受信部１３１、外部情報記録部２８０３１、光出力
部２８０３２、および光出力制御部２８０３３を具備する。
【０１４８】
外部情報記録部２８０３１は、第三外部情報受信部１３１が受信した外部情報を記録する
。外部情報の記録先は、図示しない記録媒体である。この記録媒体は、例えば、外部情報
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記録部２８０３１に存在する。この記録媒体は、ハードディスクや半導体メモリなどの不
揮発性のメモリでも、揮発性メモリでも良い。外部情報記録部２８０３１は、通常、情報
を記録するソフトウェアで実現されるが、専用回路（ハード）で実現しても良い。
【０１４９】
光出力部２８０３２は、パラメータに従って、光を出力する。なお、このパラメータは、
外部情報記録部２８０３１が記録した１以上の外部情報または／および第三外部情報受信
部１３１が受信する外部情報に基づいて決められる。従って、光出力部２８０３２は、受
信した外部情報の履歴について視覚的に分かるように光出力する。
【０１５０】
光出力制御部２８０３３は、光出力部２８０３２の光出力を制御する。具体的には、外部
情報記録部２８０３１が記録した１以上の外部情報または／および第三外部情報受信部１
３１が受信する外部情報に基づいて光出力部２８０３２における光の出力を制御するパラ
メータを決定する。
【０１５１】
以下、本情報処理システムの動作についてフローチャートを用いて説明する。まず、情報
処理端末２８０１の動作を図３０のフローチャートを用いて説明する。
【０１５２】
（ステップＳ３００１）図示しないタイマーを０に設定する。このタイマーは、情報処理
端末２８０１の種々の処理とは無関係にカウントアップされる。
【０１５３】
（ステップＳ３００２）入力信号受付手段２８０１１１は、入力信号の受け付けがあった
か否かを判断する。なお、入力信号があれば、図示しないキューに蓄積される。そして、
入力信号受付手段２８０１１１は、このキューの中にデータが存在するか否かを定期的に
見に行く。
【０１５４】
（ステップＳ３００３）入力信号受付手段２８０１１１は、一定期間にあった全ての入力
信号を取得する。具体的には、入力信号受付手段２８０１１１は、キューの中のデータを
全て取得し、キューを空にする。なお、入力信号受付手段２８０１１１は、キューの中の
データの数を算出するだけでも良い。
【０１５５】
（ステップＳ３００５）入力速度情報生成手段２８０１１２は、ステップＳ３００３で取
得したデータまたはデータの数に基づいて入力速度情報を生成する。
【０１５６】
（ステップＳ３００６）第一外部情報送信部１１３は、送信元識別子格納部１１２から送
信元識別子を取得する。
【０１５７】
（ステップＳ３００７）第一外部情報送信部１１３は、中継装置を識別する情報である中
継装置識別子を取得する。中継装置識別子は、図示しない手段により予め格納されている
、とする。中継装置識別子は、中継装置と通信をするための情報であり、例えば、中継装
置のＩＰアドレス等である。
【０１５８】
（ステップＳ３００８）第一外部情報送信部１１３は、外部情報と送信元識別子を中継装
置識別子で識別される中継装置に送信する。
【０１５９】
（ステップＳ３００９）別途カウントアップしているタイマーが一定の値（ｎ）になるま
で待つ（つまり、ＷＡＩＴする。）。
【０１６０】
（ステップＳ３０１０）終了信号を受信したか否かを判断する。受信すれば終了し、受信
しなければステップＳ３００１に戻る。
【０１６１】
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なお、図３０のフローチャートによれば、外部情報の取得（ステップＳ３００１からの処
理）は、何らのトリガーもなく行われたが、情報処理端末２８０１の使用者が開始ボタン
を押下するなどのトリガーをかけてから、動作が開始されても良い。また、光出力装置２
８０３や中継装置１２や他の装置からトリガーをかける信号を受信した場合に、ステップ
Ｓ３００１からの外部情報の取得動作を開始しても良い。
【０１６２】
次に、光出力装置２８０３の動作について、図３１のフローチャートを用いて説明する。
【０１６３】
（ステップＳ３１０１）第三外部情報受信部１３１が外部情報を受信したか否かを判断す
る。外部情報を受信すればステップＳ３１０２に行き、受信しなければステップＳ３１０
１に戻る。
【０１６４】
（ステップＳ３１０２）外部情報記録部２８０３１は、ステップＳ４０１で受信した外部
情報を記録する。
【０１６５】
（ステップＳ３１０３）光出力制御部２８０３３は、外部情報記録部２８０３１が記録し
た外部情報を全て（履歴情報）を読み出す。
【０１６６】
（ステップＳ３１０４）光出力制御部２８０３３は、ステップＳ３１０３で取得した履歴
情報に基づいて、光制御のためのパラメータである制御パラメータを決定する。
【０１６７】
（ステップＳ３１０５）光出力部２８０３２は、ステップＳ３１０２で決定された制御パ
ラメータに従って、光を出力する。
【０１６８】
（ステップＳ３１０６）光出力制御部２８０３３は、外部から終了信号を受信したか否か
を判断する。終了信号を受信しなければステップＳ３１０１に戻り、終了信号を受信すれ
ば終了する。つまり、終了信号の受信により、光出力が中止され、光が消える。
【０１６９】
なお、図３１のフローチャートでは、光出力装置２８０３は、外部情報の受信を待ってい
たが、光出力装置２８０３から直接的または間接的に情報処理端末２８０１や中継装置１
２に外部情報の送信を促しても良い。
【０１７０】
また、図３１のフローチャートでは、光出力制御部は、外部情報記録部が記録した１以上
の外部情報に基づいて光出力部における光の出力を制御していたが、外部情報記録部が記
録した１以上の外部情報および外部情報受信部が受信した外部情報に基づいて光出力部に
おける光の出力を制御しても良い。つまり、外部情報記録部が外部情報を記録するタイミ
ングは、光出力をする前でも後でも良い。
【０１７１】
以下、本実施の形態における情報処理システムの具体的な動作等を説明する。
【０１７２】
今、図３２に示すような外部情報の履歴（履歴情報）が、外部情報記録部によって記録さ
れている。履歴情報は、外部情報と当該外部情報が送信された時刻を有するレコードから
なる。図３２に示す履歴情報は、９時１分から１０時までに光出力装置に送信された外部
情報により構成されている。
【０１７３】
光出力制御部は、上記の外部情報を読み出し、外部情報の値の変遷が視覚的に分かるよう
に光出力制御を行う。図３２によれば、情報処理端末で取得する入力速度情報は、だんだ
ん速くなっている。従って、図３３に示すように、光出力装置の立方体の右側にいくほど
、光が強く放出されている。なお、光出力装置は、立方体であり、左側の表示が過去の入
力速度情報で、右側にいくほど最近の入力速度情報を示している。
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【０１７４】
なお、光出力装置の光出力部は、図３４に示すように６面のディスプレイ（例えば、液晶
ディスプレイ）で構成されても良いし、図３５に示すような構造でも良い。光出力部が６
面のディスプレイで構成されている場合は、例えば、図３４のようなグラジュエーション
で光の強さが視覚的にぼんやり表される。また、図３５に示す構造とは、立方体がある間
隔で間仕切りがされており、各間においてＬＥＤが設置されている。そして、光出力制御
部は、履歴情報に基づいて各間のＬＥＤの光の強さを制御する。具体的には、最右側のＬ
ＥＤは、一番最近の外部情報に基づいて光の強さが決定され、光出力される。また、各間
の仕切りにより、光は隣の間に漏れないようになっている。
【０１７５】
以上、本実施の形態によれば、データを入力する入力手段によりデータ入力される速度を
示す情報が連続的に情報処理端末から光出力装置に伝わり、ぼんやりと光出力することに
より、情報処理端末を使用する人の仕事の状態が、光出力装置を持っている人にやわらか
く伝えることができる。例えば、情報処理端末を使用する人が仕事をする夫であり、光出
力装置を持っている人が妻である場合に、夫の仕事ぶりが何となく妻に伝わることにより
、妻はおいしい料理を作って待っていよう、という気持ちになる。このように、仕事の様
子をぼんやり伝えられることにより、特定の相手とのコミュニケーションがうまくいく。
【０１７６】
なお、本実施の形態において、入力速度の情報が連続的に伝わり、光出力したが、１つの
入力速度情報の値に基づいて光出力しても良い。かかる場合、光出力装置において、外部
情報記録部がない構成となる。
【０１７７】
（実施の形態５）
図３６は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図を示す。本情報処理シス
テムは、情報処理端末３６０１、中継装置１２、光出力装置１３を具備する。情報処理端
末３６０１は、外部情報取得部３６０１１、送信元識別子格納部１１２、第一外部情報送
信部１１３を有する。
【０１７８】
外部情報取得部３６０１１は、ＣＰＵ稼働率取得手段３６０１１１、および外部情報構成
手段３６０１１２を有する。
【０１７９】
ＣＰＵ稼働率取得手段３６０１１１は、情報処理端末３６０１のＣＰＵの稼働率を取得す
る。ＣＰＵ稼働率は、通常、０（％）から１００（％）までの数字で表される。ＣＰＵ稼
働率を取得する技術は、ＵＮＩＸ－ＯＳなどが有する既存の技術であるので、ここでの詳
細な説明は省略する。ＣＰＵ稼働率取得手段３６０１１１は、通常、ソフトウェアで実現
され得るがハードウェアで実現しても良い。なお、情報処理端末３６０１はＣＰＵを有す
る電気機器を想定している。代表的な情報処理端末３６０１は、コンピュータである。
【０１８０】
外部情報構成手段３６０１１２は、ＣＰＵ稼働率取得手段３６０１１１が取得したＣＰＵ
稼働率から外部情報を構成する。外部情報構成手段３６０１１２は、通常、ソフトウェア
で実現され得るがハードウェアで実現しても良い。
【０１８１】
以下、本情報処理システムを構成する情報処理端末３６０１の動作を図３７のフローチャ
ートを用いて説明する。
【０１８２】
（ステップＳ３７０１）外部情報の構成、送信の処理を開始するための開始信号を受け付
けたか否かを、外部情報取得部３６０１１が判断する。開始信号を受け付ければステップ
Ｓ３７０２に行き、開始信号を受け付けていなければステップＳ３７０１に戻る。開始信
号とは、使用者が開始ボタンを押下することにより発生しても良いし、外部（例えば、光
出力装置１３や中継装置１２や他の装置）から送信されてきても良い。
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【０１８３】
（ステップＳ３７０２）ＣＰＵ稼働率取得手段３６０１１１は、情報処理端末３６０１の
ＣＰＵ稼働率を取得する。
【０１８４】
（ステップＳ３７０３）外部情報構成手段３６０１１２は、ステップＳ３７０２で取得し
たＣＰＵ稼働率から外部情報を構成する。
【０１８５】
（ステップＳ３７０４）第一外部情報送信部１１３は、送信元識別子格納部１１２から送
信元識別子を取得する。
【０１８６】
（ステップＳ３７０５）第一外部情報送信部１１３は、中継装置を識別する情報である中
継装置識別子を取得する。中継装置識別子は、図示しない手段により予め格納されている
、とする。
【０１８７】
（ステップＳ３７０６）第一外部情報送信部１１３は、外部情報と送信元識別子を中継装
置識別子で識別される中継装置に送信する。
【０１８８】
（ステップＳ３７０７）終了信号を受信したか否かを判断する。受信すれば終了し、受信
しなければステップＳ３７０２に戻る。
【０１８９】
中継装置１２、光出力装置３の動作については、既に説明済みである。
【０１９０】
以上、本実施の形態によれば、情報処理端末のＣＰＵ稼働率が光出力装置に伝わり、ぼん
やりと光出力することにより、情報処理端末を使用する人の擬似的な仕事の状態が、光出
力装置を持っている人にやわらかく伝えることができる。
【０１９１】
ＣＰＵ稼働率を取得するためのインターフェイスは、通常の情報処理装置（コンピュータ
、ＯＳ）で公開されている。従って、実施の形態４で述べた、キーボード等の入力手段に
よりデータ入力する速度を取得するよりも簡易な構成で実現可能である。つまり、ＣＰＵ
稼働率は擬似的な仕事の状態を示す情報であるが、簡易な構成で、情報処理端末を使用す
る人の仕事の状態が、光出力装置を持っている人にやわらかく伝えることができる。
【０１９２】
なお、本実施の形態において、一つのＣＰＵ稼働率の情報が光出力装置に伝わるごとに、
光出力装置における光出力が変化する構成であったが、ＣＰＵ稼働率の情報が連続的に伝
わり、その複数のＣＰＵ稼働率を示す情報（履歴情報）に基づいて光出力しても良い。か
かる場合の構成や処理の詳細は、実施の形態４で述べた。つまり、外部情報記録部が必要
である。
【０１９３】
（実施の形態６）
図３８は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図を示す。本情報処理シス
テムは、情報処理端末３８０１、中継装置１２、光出力装置３８０３を具備する。
【０１９４】
情報処理端末３８０１は、外部情報取得部３８０１１、送信元識別子格納部１１２、第一
外部情報送信部１１３を有する。
【０１９５】
外部情報取得部３８０１１は、場所情報取得手段３８０１１１、および外部情報構成手段
３８０１１２を具備する。
【０１９６】
場所情報取得手段３８０１１１は、情報処理端末３８０１が存在する場所に関する情報で
ある場所情報を取得する。場所情報取得手段３８０１１１は、例えば、場所情報が記憶さ
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れたＦＲＩＤタグからの無線信号を受信する手段で実現される。但し、場所情報取得手段
３８０１１１は、場所情報を取得できれば、他の手段でも良い。他の手段とは、例えば、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを用いた無線通信により、場所情報を取得するための無線通信手段が
考えられる。
【０１９７】
外部情報構成手段３８０１１２は、場所情報取得手段３８０１１１が取得した場所情報か
ら外部情報を構成する。外部情報構成手段３８０１１２は、通常、ソフトウェアで実現さ
れ得るがハードウェアで実現しても良い。
【０１９８】
光出力装置３８０３は、第三外部情報受信部１３１、光出力部１３２、地図情報格納部３
８０３１、距離算出部３８０３２、および光出力制御部３８０３３を具備する。
【０１９９】
地図情報格納部３８０３１は、地図に関する情報である地図情報を格納している。地図情
報格納部３８０３１は、通常、ハードディスクや光ディスクなどの不揮発性の記録媒体に
より実現され得るが、揮発性の記録媒体を排除するものではない。
【０２００】
距離算出部３８０３２は、第三外部情報受信部１３１が受信した外部情報（場所情報）と
、地図情報格納部３８０３１に格納されている地図情報に基づいて、情報処理端末と光出
力装置の距離を算出する。距離算出部３８０３２は、通常、ソフトウェアで実現され得る
が、ハードウェアで実現しても良い。
【０２０１】
光出力制御部３８０３３は、距離算出部３８０３２で算出した距離に基づいて光出力部１
３２の光出力を制御する。光出力制御部３８０３３は、通常、ソフトウェアで実現され得
るが、ハードウェアで実現しても良い。
【０２０２】
以下、本情報処理システムの動作について説明する。まず。情報処理端末３８０１の動作
について図３９のフローチャートを用いて説明する。
【０２０３】
（ステップＳ３９０１）場所情報取得手段３８０１１１が場所情報を含む信号を受け付け
たか否かを判断する。信号を受け付ければステップＳ３９０２に行き、信号を受け付けな
ければステップＳ３９０１に戻る。
【０２０４】
（ステップＳ３９０２）場所情報取得手段３８０１１１は、ステップＳ３９０１で受け付
けた信号中から場所情報を取り出す。
【０２０５】
（ステップＳ３９０３）外部情報構成手段３８０１１２は、ステップＳ３９０２で取得し
た場所情報から外部情報を構成する。
【０２０６】
（ステップＳ３９０４）第一外部情報送信部１１３は、送信元識別子格納部１１２から送
信元識別子を取得する。
【０２０７】
（ステップＳ３９０４）第一外部情報送信部１１３は、中継装置を識別する情報である中
継装置識別子を取得する。中継装置識別子は、図示しない手段により予め格納されている
、とする。
【０２０８】
（ステップＳ３９０５）第一外部情報送信部１１３は、外部情報と送信元識別子を中継装
置識別子で識別される中継装置に送信する。
【０２０９】
（ステップＳ３９０６）終了信号を受信したか否かを判断する。受信すれば終了し、受信
しなければステップＳ３９０１に戻る。
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【０２１０】
なお、図３９のフローチャートによれば、外部情報の取得は、何らのトリガーもなく行わ
れたが、情報処理端末３８０１の使用者が開始ボタンを押下するなどのトリガーをかけて
から、動作が開始されても良い。また、光出力装置３８０３や中継装置１２や他の装置か
らトリガーをかける信号を受信した場合に、ステップＳ２０１の外部情報の取得動作を開
始しても良い。
【０２１１】
次に、光出力装置３８０３の動作について、図４０のフローチャートを用いて説明する。
【０２１２】
（ステップＳ４００１）第三外部情報受信部１３１が外部情報を受信したか否かを判断す
る。外部情報を受信すればステップＳ４００２に行き、受信しなければステップＳ４００
１に戻る。
【０２１３】
（ステップＳ４００２）距離算出部３８０３２は、地図情報格納部３８０３１に格納され
ている地図情報を読み出す。
【０２１４】
（ステップＳ４００３）距離算出部３８０３２は、ステップＳ４００２で読み出した地図
情報とステップＳ４００１で受信した外部情報（場所情報）に基づいて、情報処理端末３
８０１と光出力装置３８０３の距離を算出する。
【０２１５】
（ステップＳ４００４）光出力制御部３８０３３は、ステップＳ４００３で算出した距離
に基づいて、光制御のためのパラメータである制御パラメータを決定する。
【０２１６】
（ステップＳ４００５）光出力部１３２は、ステップＳ４００２で決定された制御パラメ
ータに従って、光を出力する。
【０２１７】
（ステップＳ４００６）光出力制御部３８０３３は、外部から終了信号を受信したか否か
を判断する。終了信号を受信しなければステップＳ４００１に戻り、終了信号を受信すれ
ば終了する。つまり、終了信号の受信により、光出力が中止され、光が消える。
【０２１８】
なお、図４０のフローチャートでは、光出力装置３８０３は、外部情報の受信を待ってい
たが、光出力装置３８０３から直接的または間接的に情報処理端末３８０１や中継装置１
２に外部情報の送信を促しても良い。
【０２１９】
以下、本実施の形態における情報処理システムの具体的な動作等を説明する。
【０２２０】
今、情報処理端末がＲＦＩＤタグの情報を受信できる携帯電話であるとする。そして、Ａ
ＢＣ電鉄のＸ路線を走る電車が駅に停車すると、電車内のＩＲモジュールに停車駅を識別
する情報である駅識別子がホームに設置された情報処理装置から電車に送信される。そし
て、電車内のＲＦＩＤタグの情報を携帯電話が読み取る（図４１参照）。図４１は、ホー
ムに設置された情報処理装置から電車に向かって駅識別子が送信され、電車内の図示しな
い携帯電話から中継装置に駅識別子が送信されている。駅識別子とは、例えば「Ａ駅」と
いう情報である。
【０２２１】
そして、図４２に示すような「ＡＢＣ電鉄のＸ路線の距離管理表」が地図情報格納部に格
納されている。距離管理表は、「駅識別子」と「最初の駅識別子からの距離」を有する情
報が複数格納されている。そして、地図情報格納部には、別途、光出力装置が存在する場
所の最寄駅が格納されている。今、最寄駅は、「Ｄ駅」の駅識別子が格納されているとす
る。
【０２２２】
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かかる場合、外部情報に含まれる場所情報として「Ａ駅」が情報処理端末から中継装置を
経由して光出力装置に送信されてきたとする。次に、距離算出部は、外部情報に含まれる
「Ａ駅」と最寄駅の「Ｄ駅」の距離を距離管理表から算出する。本例の場合は、「８．４
ｋｍ－０ｋｍ＝８．４ｋｍ」を算出する。
【０２２３】
次に、光出力制御部は、上記算出した距離に基づいて光制御のパラメータを決定する。今
、光出力部は、光の強さ（強度）の具合により、ぼんやりと情報処理端末の使用者の状態
を表現するものとすると、光出力制御部は、光の強さをパラメータとして決定する。今、
光出力制御部が決定する「光の強さ＝ｎ／算出した距離」とする。つまり、光出力部は、
距離が近づくほど強い光を発生することとなる。
【０２２４】
以上より、情報処理端末を保持する人が光出力装置に近づいている、または遠ざかってい
ることが光出力装置の前にいる人に伝わる。
【０２２５】
以上、本実施の形態によれば、情報処理端末から光出力装置に場所情報を送ることにより
、情報処理端末の使用者が光出力装置に近づく様子が視覚的に光でやわらかく出力される
。
【０２２６】
なお、本実施の形態において、光出力部１３２が有する光出力出段は１つであったが、２
以上でも良い。２以上の場合の制御方法については、上述した実施の形態で詳細に述べた
。
【０２２７】
また、本実施の形態において、場所情報から距離の情報を算出する処理を光出力装置で行
った。しかし、場所情報から距離の情報を算出する処理を情報処理装置や中継装置で行っ
ても良い。かかる場合、地図情報格納部と距離算出部は、各々情報処理装置や中継装置に
存在する。そして、中継装置等における距離算出部の算出結果（距離情報）を外部情報と
して光出力装置が受信し、当該外部情報に基づいて光出力装置が光を出力する。
【０２２８】
さらに、光出力装置が情報処理端末から複数の場所情報を受信することにより、情報処理
端末が光出力装置に近づいているか遠ざかっているかがわかる。この「近づいているか」
または「遠ざかっているか」を識別し、光出力制御に利用しても良い。つまり、近づいて
いるときは「暖色系」で光出力し、遠ざかっているときは「寒色系」で光出力する、など
が考えられる。そして、近づいて、距離が非常に近くなったときに、「真赤」の光出力を
し、遠ざかって、非常に距離が遠くなったときに、「深い青」の光出力をする。
【０２２９】
（実施の形態７）
図４３は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図を示す。本情報処理シス
テムは、情報処理端末４３０１、中継装置１２、光出力装置１３を具備する。
【０２３０】
情報処理端末４３０１は、外部情報取得部４３０１１、送信元識別子格納部１１２、第一
外部情報送信部１１３を有する。
【０２３１】
外部情報取得部４３０１１は、心拍数情報取得手段４３０１１１、体温情報取得手段４３
０１１２、血糖値情報取得手段４３０１１３、血圧情報取得手段４３０１１４、健康状態
情報取得手段４３０１１５、および外部情報構成手段４３０１１６を有する。
【０２３２】
心拍数情報取得手段４３０１１１は、心拍数に関する情報である心拍数情報を取得する。
体温情報取得手段４３０１１２は、体温に関する情報である体温情報を取得する。血糖値
情報取得手段４３０１１３は、血糖値に関する情報である血糖値情報を取得する。血圧情
報取得手段４３０１１４は、血圧に関する情報である血圧情報を取得する。以上の拍数情

10

20

30

40

50

(24) JP 3846333 B2 2006.11.15



報、体温情報、血糖値情報および血圧情報を取得する装置は、例えば、松下電器産業（株
）のから発売されている電子健康チェッカーにより実現可能であり、上記情報を取得する
技術は公知技術である。従って、拍数情報、体温情報、血糖値情報および血圧情報を取得
する技術については、説明を省略する。
【０２３３】
健康状態情報取得手段４３０１１５は、心拍数情報取得手段４３０１１１、体温情報取得
手段４３０１１２、血糖値取得手段４３０１１３、血圧情報取得手段４３０１１４等が取
得した情報の全部または一部に基づいて、健康状態を総合的に表す情報である健康状態情
報を生成する。健康状態情報取得手段４３０１１５は、通常、ソフトウェアで実現するが
、専用回路（ハードウェア）で実現しても良い。
【０２３４】
外部情報構成手段４３０１１６は、心拍数情報取得手段４３０１１１、体温情報取得手段
４３０１１２、血糖値取得手段４３０１１３、血圧情報取得手段４３０１１４、健康状態
情報取得手段４３０１１５が取得した情報の全部または一部に基づいて、中継装置１２に
送信する外部情報を構成する。外部情報構成手段４３０１１６は、通常、ソフトウェアで
実現するが、専用回路（ハードウェア）で実現しても良い。
【０２３５】
以下、情報処理端末４３０１の動作について図４４のフローチャートを用いて説明する。
【０２３６】
（ステップＳ４４０１）外部情報取得部４３０１１は、外部情報の取得指示の入力があっ
たか否かを判断する。指示入力があればステップＳ４４０２に行き、指示入力がなければ
ステップＳ４４０１に戻る。
【０２３７】
（ステップＳ４４０２）心拍数情報取得手段４３０１１１は、心拍数情報を取得する。
【０２３８】
（ステップＳ４４０３）体温情報取得手段４３０１１２は、体温情報を取得する。
【０２３９】
（ステップＳ４４０４）血糖値情報取得手段４３０１１３は、血糖値情報を取得する。
【０２４０】
（ステップＳ４４０５）血圧情報取得手段４３０１１４は、血圧情報を取得する。
【０２４１】
（ステップＳ４４０６）健康状態情報取得手段４３０１１５は、ステップＳ４４０２から
ステップＳ４４０５で取得した情報に基づいて健康状態情報を生成する。
【０２４２】
（ステップＳ４４０７）外部情報構成手段４３０１１６は、ステップＳ４４０２からステ
ップＳ４４０６で取得した情報に基づいて外部情報を構成する。
【０２４３】
（ステップＳ４４０８）第一外部情報送信部１１３は、送信元識別子格納部１１２から送
信元識別子を取得する。
【０２４４】
（ステップＳ４４０９）第一外部情報送信部１１３は、中継装置を識別する情報である中
継装置識別子を取得する。中継装置識別子は、図示しない手段により予め格納されている
、とする。
【０２４５】
（ステップＳ４４１０）第一外部情報送信部１１３は、外部情報と送信元識別子を中継装
置識別子で識別される中継装置に送信する。
【０２４６】
なお、図４４のフローチャートによれば、外部情報の取得は、使用者の外部情報取得指示
の入力に基づいて行われたが、何のトリガーもなく行われても良い。かかる場合、例えば
、情報処理端末を病院に設置し、入院している人の状態が定期的に光出力装置に出力され
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る、ことが考えられる。
【０２４７】
中継装置１２、光出力装置１３の動作については、既に述べたので説明を省略する。
【０２４８】
以下、本情報処理システムの具体的な動作について説明する。本情報処理システムは、図
４５に示すように、情報処理端末（電子健康チェッカー）、中継装置、光出力装置を有し
、それぞれ通信手段または放送手段により、情報の送受信が可能である。
【０２４９】
電子健康チェッカーは上述したように、心拍数情報、体温情報、血糖値情報、血圧情報を
取得できる。そして、健康状態情報取得手段には、図４６に示すような、心拍数等の値の
範囲に対する点数が入っているとする。そして、健康状態情報取得手段は、前ステップで
取得した心拍数情報、体温情報、血糖値情報、血圧情報の値に対応する点数を合計した値
を健康状態情報とする。今、心拍数情報が「７８」、体温情報が「３６．５」、血糖値情
報が「８０」、血圧情報が「上：１３３、下：７０」であった場合は、心拍数情報に対す
る点数は「１０」、体温情報に対する点数は「２５」、血糖値情報に対する点数は「２５
」、血圧情報に対する点数は「２５」となり、合計「８５」となる。この合計「８５」が
健康状態情報である。この数値は、１００点満点のうちのどれぐらい体全体として健康で
あるかを示す値である。なお、各情報（心拍数情報など）に対する点数は他の算出方法で
も良いし、健康状態情報の算出方法も各種考えられ、特に限定しない。
【０２５０】
そして、外部情報構成手段は、心拍数情報、体温情報、血糖値情報、血圧情報、および健
康状態情報のうちから全部、または一部に基づいて外部情報を構成する。構成した外部情
報の例を図４７に示す。なお、図４７は、外部情報をタグ付きの情報で表したが、外部情
報のデータ形式、データ構造は問わない。
【０２５１】
以上の外部情報が中継装置を経由して光出力装置に送信される。光出力装置は、受信した
外部情報の全部または一部の情報に基づいて、光出力する。この光出力の態様は、上記の
実施の形態で述べた５種類の形態が考えられる。但し、やわらかく光で状態を知らせる態
様であれば、他の態様でも良いのは言うまでもない。
【０２５２】
以上、本実施の形態によれば、体の健康状態に関する情報が情報処理端末から光出力装置
に伝わり、送信者の健康に関する情報がやわらかく受信者に伝わる通信システムを提供で
きる。
【０２５３】
本実施の形態の具体的な使用例を説明する。例えば、情報処理端末は年老いた母親が持っ
ている。そして、光出力装置は親孝行な子供が持っている。そして、母親が 1日に何度か
血圧等を測定し、健康状態が子供に送信され、子供はやわらかい光出力で、それとなく母
親の健康状態を知ることができる。
【０２５４】
また、情報処理端末と光出力装置は、恋人同士がそれぞれ持っている。かかる場合、恋人
の一方が、情報処理装置を握り、その体温が光出力装置に伝わる。そして、恋人の体温が
光として出力され、気持ちが恋人に伝わることとなる。
【０２５５】
なお、本実施の形態において、情報処理端末の形状は、図４５によれば既存の電子健康チ
ェッカーの形状であるが、キューブ形（立方体）等、形状は問わない。キューブ形であれ
ば、握ることが可能で、握ったことにより、「心拍数情報」「体温情報」等が伝われば、
さらに利用価値が高い。つまり、キューブ形の情報処理端末をぎゅっと握ると、握った人
の心の高ぶり（心拍数情報）やその人の暖かさ（体温情報）が光出力装置に伝わり、光と
してやわらかく出力される。
【０２５６】
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また、本実施の形態において、光出力部１３が有する光出力出段は１つであったが、２以
上でも良い。２以上の光出力出段があれば、「心拍数情報」「体温情報」「健康状態情報
」等の複数の情報が光として出力され得る。
【０２５７】
さらに、本実施の形態において、心拍数情報、体温情報、血糖値情報、血圧情報、健康状
態情報を送受信したが、そのうち１つ以上の情報を送受信すれば良い。また、他に体脂肪
率などの人体や動物等に関して測定可能な情報を送受信しても良い。
【０２５８】
（実施の形態８）
図４８は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図を示す。本情報処理シス
テムは、情報処理端末４８０１、中継装置１２、光出力装置１３を具備する。
【０２５９】
情報処理端末４８０１は、外部情報取得部４８０１１、送信元識別子格納部１１２、第一
外部情報送信部１１３を有する。
【０２６０】
外部情報取得部４８０１１は、ＰＨ値取得手段４８０１１１、および外部情報構成手段４
８０１１２を有する。
【０２６１】
ＰＨ値取得手段４８０１１１は、情報処理端末４８０１のＰＨ値を測定する。ＰＨ値取得
手段４８０１１１は、既存技術により構成され得るので、詳細は説明しない。
【０２６２】
外部情報構成手段４８０１１２は、ＰＨ値取得手段４８０１１１が計測したＰＨ値に基づ
いて外部情報を構成する。
【０２６３】
以下、情報処理端末４８０１の動作について図４９のフローチャートを用いて説明する。
【０２６４】
（ステップＳ４９０１）ＰＨ値取得手段４８０１１１は、情報処理端末のＰＨ値を取得す
る。
【０２６５】
（ステップＳ４９０２）外部情報構成手段４８０１１２に予め格納されているＰＨ値（こ
こでは、便宜上「通常のＰＨ値」とも言う。）を読み出す。
【０２６６】
（ステップＳ４９０３）ステップＳ４９０１で取得したＰＨ値と、ステップＳ４９０２で
読み出したＰＨ値の差が一定以上であるか否かを判断する。一定以上であれば、ステップ
Ｓ４９０４に行き、一定以上であければステップＳ４９０１に戻る。
【０２６７】
（ステップＳ４９０４）外部情報構成手段４８０１１２は、ステップＳ４４０１で取得し
たＰＨ値に基づいて外部情報を構成する。
【０２６８】
（ステップＳ４９０５）第一外部情報送信部１１３は、送信元識別子格納部１１２から送
信元識別子を取得する。
【０２６９】
（ステップＳ４９０６）第一外部情報送信部１１３は、中継装置を識別する情報である中
継装置識別子を取得する。中継装置識別子は、図示しない手段により予め格納されている
、とする。
【０２７０】
（ステップＳ４９０７）第一外部情報送信部１１３は、外部情報と送信元識別子を中継装
置識別子で識別される中継装置に送信する。
【０２７１】
（ステップＳ４９０８）終了信号を受信したか否かを判断する。受信すれば終了し、受信
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しなければステップＳ４９０９に行く。
【０２７２】
（ステップＳ４９０９）一定時間待つ（ＷＡＩＴする）。
【０２７３】
なお、図４９のフローチャートによれば、ＰＨ値の取得は、何らのトリガーもなく行われ
たが、情報処理端末４８０１の使用者が開始ボタンを押下するなどのトリガーをかけてか
ら、動作が開始されても良い。また、光出力装置１３や中継装置１２や他の装置からトリ
ガーをかける信号を受信した場合に、ステップＳ４９０１のＰＨ値の取得動作を開始して
も良い。
【０２７４】
また、図４９のフローチャートによれば、取得したＰＨ値が通常のＰＨ値と比較して一定
以上の差がある場合に、ＰＨ値を中継装置経由で光出力装置に送信したが、取得したＰＨ
値を無条件で光出力装置に送信しても良い。
【０２７５】
以下、本実施の形態における情報処理システムの具体的な動作等を説明する。本情報処理
システムの情報処理端末は、上述のようにＰＨ値を測定できる構成になっている。そして
、この情報処理端末を舐めた場合には、通常、ＰＨ値が大きく変化する、と考えられる。
この舐めた行為が、情報処理端末から光出力装置に伝わり、光として表現される。そして
、舐めた時にＰＨ値が光でやわらかく出力される。
【０２７６】
以上、本実施の形態によれば、情報処理端末から光出力装置にＰＨ値を含む外部情報を送
ることにより、情報処理端末の使用者が情報処理端末を舐めたこと、およびその際のＰＨ
値が光出力装置に視覚的に光でやわらかく出力される。これを特定の相手間で行えば、舐
めるという愛情表現がやわらかく光により伝わる。
【０２７７】
また、情報処理端末をペットに用いれば、ペットが情報処理端末を舐めた際のＰＨ値が光
出力装置に伝わり、やわらかく光で表現される。つまり、ペットの健康状態をそれとなく
知ることができる。
【０２７８】
さらに、情報処理端末を赤ん坊に用いれば、赤ん坊の情報処理端末を舐めるかわいい行為
が、遠隔地の祖父母や、場合によっては遠隔地にいる両親に、やわらかく光で伝わり、祖
父母等に微笑ましさと安心を与えることができる。
【０２７９】
（実施の形態９）
図５０は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図を示す。本情報処理シス
テムは、情報処理端末５００１、中継装置１２、光出力装置１３を具備する。
【０２８０】
情報処理端末５００１は、外部情報取得部５００１１、送信元識別子格納部１１２、第一
外部情報送信部１１３を有する。
【０２８１】
外部情報取得部５００１１は、角度情報取得手段５００１１１、および外部情報構成手段
５００１１２を有する。
【０２８２】
角度情報取得手段５００１１１は、情報処理端末５００１の角度に関する情報である角度
情報を取得する。なお、角度情報とは、例えば、角度（傾き）の変化量である。また、角
度情報とは、角速度でも良い。また、角度情報とは、角度変化ではなく、角度の情報でも
良い。角度情報取得手段５００１１１は、例えば、ジャイロにより実現され得る。角度情
報取得手段５００１１１は、傾斜計でも良い。ジャイロと傾斜計は従来技術であるので、
ここでの詳細な説明は省略する。なお、角度情報取得手段５００１１１に用いるジャイロ
は、機械式ジャイロでも、光ファイバ・ジャイロでも良い。

10

20

30

40

50

(28) JP 3846333 B2 2006.11.15



【０２８３】
外部情報構成手段５００１１２は、角度情報取得手段５００１１１が計測した角度情報に
基づいて外部情報を構成する。
【０２８４】
以下、情報処理端末５００１の動作について図５１のフローチャートを用いて説明する。
【０２８５】
（ステップＳ５１０１）角度情報取得手段５００１１１は、角度変化を検出したか否かを
判断する。角度変化を検出すればステップＳ５１０２に行き、検出しなければステップＳ
５１０１に戻る。
【０２８６】
（ステップＳ５１０２）角度情報取得手段５００１１１は、角度情報を取得する。
【０２８７】
（ステップＳ５１０３）外部情報構成手段５００１１２は、ステップＳ５１０２で取得し
た角度情報に基づいて外部情報を構成する。
【０２８８】
（ステップＳ５１０４）第一外部情報送信部１１３は、送信元識別子格納部１１２から送
信元識別子を取得する。
【０２８９】
（ステップＳ５１０５）第一外部情報送信部１１３は、中継装置を識別する情報である中
継装置識別子を取得する。中継装置識別子は、図示しない手段により予め格納されている
、とする。
【０２９０】
（ステップＳ５１０６）第一外部情報送信部１１３は、外部情報と送信元識別子を中継装
置識別子で識別される中継装置に送信する。
【０２９１】
（ステップＳ５１０７）終了信号を受信したか否かを判断する。受信すれば終了し、受信
しなければステップＳ５１０１に戻る。
【０２９２】
なお、図５１のフローチャートによれば、角度変化の検出をトリガーに角度情報を取得し
たが、何らのトリガーもなく角度情報を取得して光出力装置に送信しても良い。また、光
出力装置１３や中継装置１２や他の装置からトリガーをかける信号を受信した場合に、角
度情報を取得して光出力装置に送信しても良い。
【０２９３】
以下、本実施の形態における情報処理システムの具体的な動作等を説明する。本情報処理
システムの情報処理端末は、キューブ形（立方体）の形状を有している。そして、情報処
理端末の使用者が、キューブを持って振ったとする（図５２参照）。かかる場合、振るこ
とによる角度情報が検出され、その角度情報が外部情報を構成して、当該外部情報は光出
力装置まで伝えられる。
【０２９４】
以上、本実施の形態によれば、情報処理端末を振った場合に、その動作の度合いが光出力
装置に送信され、振る動作の激しさがやわらかく光で出力される。つまり、例えば、恋人
の一方が情報処理端末を保持し、他方が光出力装置を保持しているとする。かかる場合、
情報処理端末を振ることで、他方の恋人に会いたい気持ちを伝える、という使い方がある
。そして、光出力装置を保持している他方の恋人は、一方の恋人が自分に会いたがってい
ることをやわらかく知ることができる。
【０２９５】
なお、本実施の形態において、角度情報取得手段は、主として角度変化に関する情報を取
得したが、角度の情報を取得して、中継装置等で角度変化を算出しても良い。つまり、情
報処理装置は、簡易な構成で角度を取得し、その角度情報を中継装置に送信する。中継装
置は複数の角度情報（時系列の情報）に基づいて角度変化量等を算出して、情報処理装置
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が振られていることを示す情報を算出し、光出力装置に送信する。そして、光出力装置は
当該情報に基づいて光出力しても良い。かかる構成によると、情報処理端末が簡易な構成
になる。
【０２９６】
（実施の形態１０）
図５３は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図を示す。本情報処理シス
テムは、情報処理端末５３０１、中継装置１２、光出力装置１３を具備する。
【０２９７】
情報処理端末５３０１は、外部情報取得部５３０１１、送信元識別子格納部１１２、第一
外部情報送信部１１３を有する。
【０２９８】
外部情報取得部５３０１１は、回転情報取得手段５３０１１１、および外部情報構成手段
５３０１１２を有する。
【０２９９】
回転情報取得手段５３０１１１は、例えば、情報処理端末５３０１に設置された風車等の
回転に関する情報である回転情報を取得する。回転情報とは、回転速度や回転数などが含
まれる。なお、回転速度や回転数を検知する技術は公知技術であるので、ここでの詳細な
説明は省略する。
【０３００】
外部情報構成手段５３０１１２は、回転情報取得手段５３０１１１が検出した回転情報に
基づいて外部情報を構成する。外部情報構成手段５３０１１２は、通常、ソフトウェアで
実現され得るが、専用回路（ハードウェア）で実現しても良い。
【０３０１】
以下、情報処理端末５３０１の動作について図５４のフローチャートを用いて説明する。
【０３０２】
（ステップＳ５４０１）回転情報取得手段５３０１１１は、回転を検出したか否かを判断
する。回転を検出すればステップＳ５４０２に行き、検出しなければステップＳ５４０１
に戻る。
【０３０３】
（ステップＳ５４０２）回転情報取得手段５３０１１１は、回転情報を取得する。
【０３０４】
（ステップＳ５４０３）外部情報構成手段５３０１１２は、ステップＳ５４０２で取得し
た回転情報に基づいて外部情報を構成する。
【０３０５】
（ステップＳ５４０４）第一外部情報送信部１１３は、送信元識別子格納部１１２から送
信元識別子を取得する。
【０３０６】
（ステップＳ５４０５）第一外部情報送信部１１３は、中継装置を識別する情報である中
継装置識別子を取得する。中継装置識別子は、図示しない手段により予め格納されている
、とする。
【０３０７】
（ステップＳ５４０６）第一外部情報送信部１１３は、外部情報と送信元識別子を中継装
置識別子で識別される中継装置に送信する。
【０３０８】
（ステップＳ５４０７）終了信号を受信したか否かを判断する。受信すれば終了し、受信
しなければステップＳ５４０１に戻る。
【０３０９】
なお、図５４のフローチャートによれば、回転の検出をトリガーに回転情報を取得したが
、何らのトリガーもなく回転情報（０の値である場合も含めて）を取得して光出力装置に
送信しても良い。また、光出力装置１３や中継装置１２や他の装置からトリガーをかける
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信号を受信した場合に、回転情報を取得して光出力装置に送信しても良い。
【０３１０】
以下、本実施の形態における情報処理システムの具体的な動作等を説明する。本情報処理
システムの情報処理端末は、例えば図５５に示すように、キューブ形（立方体）の形状で
あり、風車が電気的に接続されている。そして、風車が風を受けて回転する時に回転速度
を検出する仕組みが、情報処理端末に設置されている、とする。そして、回転速度に関す
る情報である回転情報が情報処理端末から光出力装置に送信される。次に、光出力装置は
、回転速度をやわらかく光で出力する。
【０３１１】
以上、本実施の形態によれば、情報処理端末が風を受けた場合に、風車が回転し、その回
転速度がやわらかく光出力装置に伝わる。例えば、特定の人が情報処理端末を持っており
、外でかつ高度の高いところで作業する人の場合、それを心配する人が光出力装置を持っ
ており、回転情報が光の強さや点滅度合い等の変化で伝わる。そのことにより、光出力装
置を持っている人は、風の強いところで作業をしている相手の様子を何となく想像するこ
とができる。
【０３１２】
また、例えば、お付き合いをしている彼女が情報処理端末を持っており、彼が光出力装置
を持っている、とする。彼女は、彼に会いたい気持ちを情報処理端末の風車に息を吹きか
けて伝える。そして、彼女が風車に息を吹きかけた場合、光出力装置は、上述した光出力
制御により光り、彼に彼女の会いたがっている気持ちがそれとなく、やわらかく伝わる。
【０３１３】
（実施の形態１１）
図５６は、本実施の形態における情報処理システムのブロック図を示す。本情報処理シス
テムは、情報処理端末５６０１、中継装置１２、光出力装置１３を具備する。
【０３１４】
情報処理端末５６０１は、外部情報取得部５６０１１、送信元識別子格納部１１２、第一
外部情報送信部１１３を有する。
【０３１５】
外部情報取得部５６０１１は、脳波情報取得手段５６０１１１、および外部情報構成手段
５３０１１２を有する。
【０３１６】
脳波情報取得手段５６０１１１は、脳波を測定し、脳波情報を得る。脳波を測定する技術
は公知技術であるので、ここでの詳細な説明は省略する。
【０３１７】
外部情報構成手段５６０１１２は、脳波情報取得手段５６０１１１が取得した脳波情報に
基づいて外部情報を構成する。外部情報構成手段５６０１１２は、通常、ソフトウェアで
実現され得るが、専用回路（ハードウェア）で実現しても良い。
【０３１８】
以下、情報処理端末５６０１の動作について図５７のフローチャートを用いて説明する。
【０３１９】
（ステップＳ５７０１）脳波情報取得手段５６０１１１は、脳波測定開始の指示があった
か否かを判断する。指示があればステップＳ５６０２に行き、指示がなければステップＳ
５６０１に戻る。
【０３２０】
（ステップＳ５７０２）脳波情報取得手段５６０１１１は、脳波情報を取得する。
【０３２１】
（ステップＳ５７０３）外部情報構成手段５３０１１２は、ステップＳ５７０２で取得し
た脳波情報に基づいて外部情報を構成する。
【０３２２】
（ステップＳ５７０４）第一外部情報送信部１１３は、送信元識別子格納部１１２から送
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信元識別子を取得する。
【０３２３】
（ステップＳ５７０５）第一外部情報送信部１１３は、中継装置を識別する情報である中
継装置識別子を取得する。中継装置識別子は、図示しない手段により予め格納されている
、とする。
【０３２４】
（ステップＳ５７０６）第一外部情報送信部１１３は、外部情報と送信元識別子を中継装
置識別子で識別される中継装置に送信する。
【０３２５】
（ステップＳ５７０７）終了信号を受信したか否かを判断する。受信すれば終了し、受信
しなければステップＳ５７０１に戻る。
【０３２６】
なお、図５７のフローチャートによれば、脳波の測定を測定開始指示により開始したが、
何らのトリガーもなく脳波情報を取得して光出力装置に送信しても良い。また、光出力装
置１３や中継装置１２や他の装置からトリガーをかける信号を受信した場合に、脳波情報
を取得して光出力装置に送信しても良い。
【０３２７】
以上、本実施の形態によれば、ある人の脳波の測定値が他の人に伝わり、光でやわらかく
知らせることにより、ある人の脳の状態が他の人にそれとなく分かる。例えば、ある人か
らα波が多く出ているのか、β波が多くでているのかが光出力により分かり、ある人の緊
張度、ストレスの度合いなどがやさしく、他の人に伝わる。例えば、本情報処理装置を夫
に持たせておき、光出力装置を妻が持っている、とする。すると、夫の仕事中のストレス
度合いを妻にそれとなく伝えることができ、妻のその日の夫のストレス度合いに応じた食
事を考えることができる、または帰宅後の各種サービスを考えることができる、などの効
果がある。
【０３２８】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば、情報処理端末の使用者の状態に関する情報が送信され、
やわらかく光出力により表現されることにより、やわらかいコミュニケーションが可能に
なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１における情報処理システムのブロック図
【図２】実施の形態１における情報処理端末の動作を説明するフローチャート
【図３】実施の形態１における中継装置の動作を説明するフローチャート
【図４】実施の形態１における光出力装置の動作を説明するフローチャート
【図５】実施の形態１における情報処理端末と光出力装置の外形を示す図
【図６】実施の形態１における情報処理システムの動作の概念を示す図
【図７】実施の形態１における外部情報の例を示す図
【図８】実施の形態１における光出力制御するための情報の例を示す図
【図９】実施の形態１における光出力の例を示す図
【図１０】実施の形態１における光出力制御の情報の例を示す図
【図１１】実施の形態１における光出力の例を示す図
【図１２】実施の形態１における光出力の例を示す図
【図１３】実施の形態２における情報処理システムのブロック図
【図１４】実施の形態２における情報処理端末の動作を説明するフローチャート
【図１５】実施の形態２における光出力装置の動作を説明するフローチャート
【図１６】実施の形態２における情報処理システムの概念を示す図
【図１７】実施の形態２における圧力情報の構造の例を示す図
【図１８】実施の形態２における圧力情報の例を示す図
【図１９】実施の形態２における位置情報の例を示す図

10

20

30

40

50

(32) JP 3846333 B2 2006.11.15



【図２０】実施の形態２における外部情報の例を示す図
【図２１】実施の形態２における光出力装置の外観の例を示す図
【図２２】実施の形態２における光出力装置が光る様子を示す図
【図２３】実施の形態３における情報処理システムのブロック図
【図２４】実施の形態３における光出力装置の動作を説明するフローチャート
【図２５】実施の形態３における光出力制御表を示す図
【図２６】実施の形態３における光出力制御方法識別子を選択するメニューを構成するデ
ータを示す図
【図２７】実施の形態３における種類情報・光出力方法識別子の設定パネルを示す図
【図２８】実施の形態３における情報処理システムの概念を示す図
【図２９】実施の形態４における情報処理システムのブロック図
【図３０】実施の形態４における情報処理端末の動作を説明するフローチャート
【図３１】実施の形態４における光出力装置の動作を説明するフローチャート
【図３２】実施の形態４における履歴情報の例を示す図
【図３３】実施の形態４における光出力装置が光出力する様子を示す図
【図３４】実施の形態４における光出力装置の構造の例を示す図
【図３５】実施の形態４における光出力装置の構造の例を示す図
【図３６】実施の形態５における情報処理システムのブロック図
【図３７】実施の形態５における情報処理端末の動作を示すフローチャート
【図３８】実施の形態６における情報処理システムのブロック図
【図３９】実施の形態６における情報処理端末の動作を示すフローチャート
【図４０】実施の形態６における光出力装置の動作を示すフローチャート
【図４１】実施の形態６における場所情報の送受信の例を示す図
【図４２】実施の形態６における距離管理表を示す図
【図４３】実施の形態７における情報処理システムのブロック図
【図４４】実施の形態７における情報処理端末の動作を説明するフローチャート
【図４５】実施の形態７における情報処理システムの構成例を示す図
【図４６】実施の形態７における健康状態情報取得手段が保持している情報の例を示す図
【図４７】実施の形態７における外部情報の例を示す図
【図４８】実施の形態８における情報処理システムのブロック図
【図４９】実施の形態８における情報処理端末の動作を説明するフローチャート
【図５０】実施の形態９における情報処理システムのブロック図
【図５１】実施の形態９における情報処理端末の動作を説明するフローチャート
【図５２】実施の形態９における情報処理システムの概念を説明する図
【図５３】実施の形態１０における情報処理システムのブロック図
【図５４】実施の形態１０における情報処理端末の動作を説明するフローチャート
【図５５】実施の形態１０における情報処理システムの概念を説明する図
【図５６】実施の形態１１における情報処理システムのブロック図
【図５７】実施の形態１１における情報処理端末の動作を説明するフローチャート
【符号の説明】
１１、１３０１、２８０１、３６０１、３８０１、４３０１、４８０１、５００１、５３
０１、５６０１　情報処理端末
１２　中継装置
１３、１３０３，２３０３、２８０３、３８０３、　光出力装置
１１１、１３０１１、２８０１１、３６０１１、３８０１１、４３０１１、４８０１１、
５００１１、５３０１１、５６０１１　外部情報取得部
１１２　送信元識別子格納部
１１３　第一外部情報送信部
１２１　第二外部情報受信部
１２２　送信管理情報格納部
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１２３　送信先識別子取得部
１２４　第二外部情報送信部
１３１　第三外部情報受信部
１３２、１３０３１、２８０３２　光出力部
２８０４　入力手段
１３０３２、２３０３２　種類情報格納部
１３３、１３０３３、２３０３３、２８０３２、２８０３３、３８０３３　光出力制御部
２８０３１　外部情報記録部
３８０３１　地図情報格納部
３８０３２　距離算出部
１３０１１１　圧力取得手段
１３０１１２　位置情報取得手段
１３０１１３、２８０１１３、３６０１１２、３８０１１２、４３０１１６、４８０１１
２、５００１１２、５３０１１２、５６０１１２　外部情報構成手段
１３０３１１　第一光出力手段
１３０３１２　第二光出力手段
２８０１１１　入力信号受付手段
２８０１１２　入力速度情報生成手段
３６０１１１　ＣＰＵ稼働率取得手段
３８０１１１　場所情報取得手段
４３０１１１　心拍数情報取得手段
４３０１１２　体温情報取得手段
４３０１１３　血糖値取得手段
４３０１１３　血糖値情報取得手段
４３０１１４　血圧情報取得手段
４３０１１５　健康状態情報取得手段
４８０１１１　ＰＨ値取得手段
５００１１１　角度情報取得手段
５３０１１１　回転情報取得手段
５６０１１１　脳波情報取得手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】
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【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

(42) JP 3846333 B2 2006.11.15



【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】 【 図 ４ ６ 】

(43) JP 3846333 B2 2006.11.15



【 図 ４ ７ 】 【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】 【 図 ５ ０ 】
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【 図 ５ １ 】 【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】 【 図 ５ ４ 】
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【 図 ５ ５ 】 【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】

(46) JP 3846333 B2 2006.11.15



フロントページの続き

(72)発明者  高瀬　　博士
            大阪府門真市大字門真１００６番地　　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  山本　　達郎
            大阪府門真市大字門真１００６番地　　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  小柴　　恵一
            大阪府門真市大字門真１００６番地　　松下電器産業株式会社内
(72)発明者  池田　　巧
            大阪府門真市大字門真１００６番地　　松下電器産業株式会社内

    審査官  千壽　哲郎

(56)参考文献  特開２００２－０４２２９２（ＪＰ，Ａ）
              特許第２７８６１６３（ＪＰ，Ｂ２）
              特開平０６－１９１７５２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１６７６２０（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－１０６３４９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－２８７６９３（ＪＰ，Ａ）
              特開２００２－００５７７０（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－０９５９２１（ＪＰ，Ａ）
              実公平０４－０４１８６９（ＪＰ，Ｙ２）
              特開２０００－０４１５５４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－２６９４０７（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６１－０１５２２９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－２９６４８２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－２１４４１２（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－００４２３５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G08B  5/36
              G06F  3/048

(47) JP 3846333 B2 2006.11.15


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

